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あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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私のなんとかしなきゃ！40
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家畜と共に生きる
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見る日本、感じる日本
遠隔地の全ての人を健康に　沖縄県
共に支え合うまちづくり　宮城県
温泉大国で地熱を学ぶ　大分県
国を支える地域開発　北海道
研修員に聞く！　だから私は日本に来た！
協力機関＆研修監理員に聞く！　研修のちょっとイイ話
あの経験が“私”をつくった

難民キャンプで出会った笑顔　ヨルダン

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development

表紙　
撮影：今村健志朗
沖縄県・西表島のボランティアグル
ープ「あしながおばさんの会」のメン
バーとミャンマーの研修員たち。“百
聞は一見にしかず”で沖縄の保健
医療サービスについて学んだ

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。



インドネシア

中国

23,410人

ベトナム

10,659人

フィリピン

17,070人マレーシア

スリランカ

14,548人

20,605人

タイ

20,267人

6,520人

韓国

6,692人

メキシコ

5,841人

ブラジル

9,477人

インド

6,045人

エジプト

5,341人

これまでニッポンで学んだ研修員

　
日
本
と
い
う
国
の
〝
多
様
な
環
境
〞
も
、
研

修
を
実
施
す
る
上
で
の
強
み
だ
。
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
、
気
候
風
土
も
違
え
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
経
験
し
て
き
た
歴
史
も
課
題

も
違
う
。
例
え
ば
、
北
海
道
で
は
寒
冷
地
な

ら
で
は
の
、
沖
縄
で
は
離
島
な
ら
で
は
の
技

術
が
あ
る
。
東
京
や
大
阪
で
は
、
交
通
や
環

境
な
ど
大
都
市
特
有
の
問
題
と
そ
の
解
決
方

法
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
大
地
震
を

経
験
し
た
東
北
や
神
戸
で
は
、
今
ま
さ
に
日

本
が
直
面
し
て
い
る
災
害
後
の
復
興
プ
ロ
セ

ス
も
共
有
で
き
る
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
全
国
津
々
浦
々
、
日
本
各

地
で
研
修
が
実
施
で
き
る
の
は
、
全
国
14
カ

所
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
内
機
関
、
各
分
野

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団
、
そ
し
て
地

域
の
人
た
ち
の
連
携
が
あ
っ
て
こ
そ
。
海
外

か
ら
来
た
研
修
員
に
、
日
本
の
技
術
は
も
ち

ろ
ん
、
文
化
・
社
会
的
な
面
も
含
め
て
多
く

の
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
オ

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
挑
ん
で
い
る
国
際
協
力
な

の
だ
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
が
研
修
員
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
多
い
。
日
本
の
中
に
も
、
必
ず
し
も
今

の
形
が
ベ
ス
ト
で
な
い
制
度
や
技
術
が
あ
る
。

研
修
員
を
通
じ
て
〝
外
〞
の
視
点
に
触
れ
る

こ
と
が
、
日
本
人
が
自
身
を
見
直
す
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
さ
ら
に
「
地
域
の

学
校
で
研
修
員
と
の
交
流
事
業
を
行
う
こ
と

で
、
生
徒
た
ち
が
異
国
の
文
化
や
時
事
問
題

に
興
味
を
持
ち
、
将
来
国
際
的
な
仕
事
を
し

途
上
国
も
日
本
も

成
長
で
き
る
研
修

あ
ら
ゆ
る
困
難
、
試
行
錯
誤
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
支
え
て
き
た
の
が
、
日
本
人
が
独
自
に

育
ん
で
き
た
知
恵
や
技
術
。
そ
の
応
用
法
を

途
上
国
の
人
た
ち
自
身
が
実
際
に
学
べ
る
よ

う
、
日
本
と
い
う
〝
現
場
〞
に
身
を
置
い
て

も
ら
う
、
そ
れ
が
研
修
な
の
だ
。

　
日
本
の
研
修
事
業
の
歴
史
は
長
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
が
初
め
て
途
上
国
か
ら
研
修
員
を
受
け
入

れ
た
の
は
１
９
５
４
年
、
ア
ジ
ア
か
ら
16
人

が
来
日
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。

　「
他
の
先
進
国
も
国
際
協
力
の
一
環
と
し
て

自
国
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
は

理
論
と
実
践
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
り
入
れ
て

い
る
点
が
好
評
で
す
。
さ
ら
に
、
個
々
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
と
い
う
方
法
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
、
東
京
工
業
大
学
学
術
国
際
情
報
セ
ン
タ

ー
の
山
口
し
の
ぶ
教
授
は
話
す
。
ま
た
、
日

本
人
な
ら
で
は
の
〝
お
も
て
な
し
〞
の
精
神

に
象
徴
さ
れ
た
き
め
細
や
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
売
り
だ
。

　
国
際
協
力
と
聞
い
て
、
ま
ず
ど
ん
な
シ
ー

ン
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
な
ど
に
日
本
人
専
門
家
が
赴
き
、

現
地
の
人
た
ち
と
奮
闘
し
な
が
ら
課
題
を
解

決
し
て
い
く
―
。
そ
ん
な
様
子
を
想
像
す
る

人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
国
際
協
力
の
舞
台
は
途
上
国
だ

け
で
な
い
。
こ
こ
、日
本
に
も〝
現
場
〞は
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
、
日
本
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い

る
「
研
修
」
だ
。
そ
の
分
野
は
、
保
健
医
療
、

教
育
、
環
境
、
運
輸
、
農
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、

ど
れ
も
、
日
本
、
地
域
の
強
み
を
生
か
し
た

も
の
ば
か
り
。
毎
年
、
開
発
途
上
国
の
行
政

官
や
技
術
者
な
ど
約
１
万
人
を
対
象
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　
な
ぜ
、
海
外
か
ら
日
本
に
来
て
研
修
を
受

け
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
「
百
聞
は
一
見
に

し
か
ず
」。
全
て
は
こ
の
一
言
に
集
約
さ
れ
る
。

日
本
も
戦
後
、
現
在
の
姿
に
至
る
ま
で
は
、

日
本
を
支
え
て
き
た

知
恵
と
技
術
を
学
ぶ

生ごみ処理にはコンポ
ストを活用
（撮影：今村健志朗）

北九州エコタウンで
自然エネルギーにつ
いて学ぶ

950年代から北九州市は四大工業地帯の一
つとして、日本の高度経済成長を支えてきま

した。しかしその発展と引き換えに、深刻な公害を
経験しました。当時、この公害を乗り越えようと、地
元婦人会は自発的に大気汚染の調査を始め、民間
企業は工場の生産工程を見直し、自治体は法整備
を行うなど、官民一体となって取り組みを進めまし
た。その結果、北九州市は青空を取り戻し、環境先
進都市として国内外に知られるようになりました。
　一方で、成長過程にあるアジアの諸都市では、急
激な工業化とともに環境問題が顕在化しています。
北九州市は、公害克服の経験とノウハウを開発途上
国の課題解決に還元するため、自治体としては全国
に先駆けて80年代から国際協力を進めてきました。
　この取り組みには、途上国のプロフェッショナルで
あるJICA、海外で技術指導の経験がある企業のOB
などで結成された公益財団法人北九州国際技術協
力協会（KITA）が中心的な役割を担っています。こ
れらの団体と市が連携し、途上国の政府や自治体
の関係者を北九州市に招き、廃棄物や大気汚染な
どの分野で蓄積してきた知見やノウハウを伝える研
修を行うとともに、市の施設や市内の民間企業、市
民グループなどの取り組みを実際に見てもらい、共
に課題を克服する手法を考え、自国の環境施策に
役立ててもらっています。
　途上国の方々の真剣に学ぶ姿勢を見ると、私たち
も先人の苦労や成果を再認識することができ、新た
な気持ちで環境施策に取り組むきっかけにもなりま
す。これからも世界各国からの研修員を積極的に受
け入れ、さまざまな国の文化や価値観を学ぶととも
に、世界に貢献する環境都市を目指していきたいと
考えています。

1

世界に貢献する公害克服の実績

北九州市長　北橋健治

（上位12カ国）

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
」
と
山
口
教
授
は
指
摘
す
る
。

　
こ
の
60
年
で
、
日
本
を
訪
れ
た
研
修
員
は

世
界
１
９
４
カ
国
、
約
30
万
人
。
彼
ら
に
と

っ
て
は
、
自
国
に
戻
っ
て
か
ら
が
本
番
だ
。

日
本
で
の
学
び
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
挑

戦
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

彼
ら
は
私
た
ち
に
と
っ
て
頼
も
し
い〝
仲
間
〞。

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
、
各
地
で
真
っ
先
に
支
援
を
呼
び
掛
け
て

い
た
人
の
多
く
は
、
日
本
で
の
研
修
の
経
験

者
だ
っ
た
と
い
う
。

　
研
修
員
た
ち
の
目
に
、
今
の
ニ
ッ
ポ
ン
は

ど
う
映
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
―
。
時
代
に

即
し
た
よ
り
良
い
国
づ
く
り
の
た
め
、
私
た

ち
も
彼
ら
か
ら
学
び
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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戦
後
の
混
乱
の
中
、
独
自
の
知
恵
と
技
術
を
駆
使
し
、
復
興
、
発
展
を
遂
げ
て
き
た
日
本
。

そ
の
経
験
は
、
紛
争
や
貧
困
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
開
発
途
上
国
に
も
応
用
で
き
る
は
ず
。

彼
ら
自
身
の
目
で
〝
ニ
ッ
ポ
ン
の
底
力
〞
を
学
ん
で
も
ら
う
べ
く
、

日
本
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

特 

集

　研
修

編
集
協
力
：
山
口
し
の
ぶ

　東
京
工
業
大
学
学
術
国
際
情
報
セ
ン
タ
ー
教
授

見
る
日
本
、

感
じ
る
日
本

世界
194カ国から

30万人
（1954～2012年）

○c Getty Images
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。
そ
の
応
用
法
を

途
上
国
の
人
た
ち
自
身
が
実
際
に
学
べ
る
よ

う
、
日
本
と
い
う
〝
現
場
〞
に
身
を
置
い
て

も
ら
う
、
そ
れ
が
研
修
な
の
だ
。

　
日
本
の
研
修
事
業
の
歴
史
は
長
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
が
初
め
て
途
上
国
か
ら
研
修
員
を
受
け
入

れ
た
の
は
１
９
５
４
年
、
ア
ジ
ア
か
ら
16
人

が
来
日
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。

　「
他
の
先
進
国
も
国
際
協
力
の
一
環
と
し
て

自
国
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
は

理
論
と
実
践
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
り
入
れ
て

い
る
点
が
好
評
で
す
。
さ
ら
に
、
個
々
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
と
い
う
方
法
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
、
東
京
工
業
大
学
学
術
国
際
情
報
セ
ン
タ

ー
の
山
口
し
の
ぶ
教
授
は
話
す
。
ま
た
、
日

本
人
な
ら
で
は
の
〝
お
も
て
な
し
〞
の
精
神

に
象
徴
さ
れ
た
き
め
細
や
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
売
り
だ
。

　
国
際
協
力
と
聞
い
て
、
ま
ず
ど
ん
な
シ
ー

ン
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
な
ど
に
日
本
人
専
門
家
が
赴
き
、

現
地
の
人
た
ち
と
奮
闘
し
な
が
ら
課
題
を
解

決
し
て
い
く
―
。
そ
ん
な
様
子
を
想
像
す
る

人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
国
際
協
力
の
舞
台
は
途
上
国
だ

け
で
な
い
。
こ
こ
、日
本
に
も〝
現
場
〞は
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
、
日
本
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い

る
「
研
修
」
だ
。
そ
の
分
野
は
、
保
健
医
療
、

教
育
、
環
境
、
運
輸
、
農
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、

ど
れ
も
、
日
本
、
地
域
の
強
み
を
生
か
し
た

も
の
ば
か
り
。
毎
年
、
開
発
途
上
国
の
行
政

官
や
技
術
者
な
ど
約
１
万
人
を
対
象
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　
な
ぜ
、
海
外
か
ら
日
本
に
来
て
研
修
を
受

け
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
「
百
聞
は
一
見
に

し
か
ず
」。
全
て
は
こ
の
一
言
に
集
約
さ
れ
る
。

日
本
も
戦
後
、
現
在
の
姿
に
至
る
ま
で
は
、

日
本
を
支
え
て
き
た

知
恵
と
技
術
を
学
ぶ

生ごみ処理にはコンポ
ストを活用
（撮影：今村健志朗）

北九州エコタウンで
自然エネルギーにつ
いて学ぶ

950年代から北九州市は四大工業地帯の一
つとして、日本の高度経済成長を支えてきま

した。しかしその発展と引き換えに、深刻な公害を
経験しました。当時、この公害を乗り越えようと、地
元婦人会は自発的に大気汚染の調査を始め、民間
企業は工場の生産工程を見直し、自治体は法整備
を行うなど、官民一体となって取り組みを進めまし
た。その結果、北九州市は青空を取り戻し、環境先
進都市として国内外に知られるようになりました。
　一方で、成長過程にあるアジアの諸都市では、急
激な工業化とともに環境問題が顕在化しています。
北九州市は、公害克服の経験とノウハウを開発途上
国の課題解決に還元するため、自治体としては全国
に先駆けて80年代から国際協力を進めてきました。
　この取り組みには、途上国のプロフェッショナルで
あるJICA、海外で技術指導の経験がある企業のOB
などで結成された公益財団法人北九州国際技術協
力協会（KITA）が中心的な役割を担っています。こ
れらの団体と市が連携し、途上国の政府や自治体
の関係者を北九州市に招き、廃棄物や大気汚染な
どの分野で蓄積してきた知見やノウハウを伝える研
修を行うとともに、市の施設や市内の民間企業、市
民グループなどの取り組みを実際に見てもらい、共
に課題を克服する手法を考え、自国の環境施策に
役立ててもらっています。
　途上国の方々の真剣に学ぶ姿勢を見ると、私たち
も先人の苦労や成果を再認識することができ、新た
な気持ちで環境施策に取り組むきっかけにもなりま
す。これからも世界各国からの研修員を積極的に受
け入れ、さまざまな国の文化や価値観を学ぶととも
に、世界に貢献する環境都市を目指していきたいと
考えています。

1

世界に貢献する公害克服の実績

北九州市長　北橋健治

（上位12カ国）

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
」
と
山
口
教
授
は
指
摘
す
る
。

　
こ
の
60
年
で
、
日
本
を
訪
れ
た
研
修
員
は

世
界
１
９
４
カ
国
、
約
30
万
人
。
彼
ら
に
と

っ
て
は
、
自
国
に
戻
っ
て
か
ら
が
本
番
だ
。

日
本
で
の
学
び
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
挑

戦
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

彼
ら
は
私
た
ち
に
と
っ
て
頼
も
し
い〝
仲
間
〞。

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
、
各
地
で
真
っ
先
に
支
援
を
呼
び
掛
け
て

い
た
人
の
多
く
は
、
日
本
で
の
研
修
の
経
験

者
だ
っ
た
と
い
う
。

　
研
修
員
た
ち
の
目
に
、
今
の
ニ
ッ
ポ
ン
は

ど
う
映
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
―
。
時
代
に

即
し
た
よ
り
良
い
国
づ
く
り
の
た
め
、
私
た

ち
も
彼
ら
か
ら
学
び
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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戦
後
の
混
乱
の
中
、
独
自
の
知
恵
と
技
術
を
駆
使
し
、
復
興
、
発
展
を
遂
げ
て
き
た
日
本
。

そ
の
経
験
は
、
紛
争
や
貧
困
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
開
発
途
上
国
に
も
応
用
で
き
る
は
ず
。

彼
ら
自
身
の
目
で
〝
ニ
ッ
ポ
ン
の
底
力
〞
を
学
ん
で
も
ら
う
べ
く
、

日
本
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

特 

集

　研
修

編
集
協
力
：
山
口
し
の
ぶ

　東
京
工
業
大
学
学
術
国
際
情
報
セ
ン
タ
ー
教
授

見
る
日
本
、

感
じ
る
日
本

世界
194カ国から

30万人
（1954～2012年）
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波
打
ち
際
を
歩
く
と
、
さ
く
っ
さ
く

っ
と
音
が
立
つ
。足
元
は
砂
で
は
な
く
、

サ
ン
ゴ
礁
の
か
け
ら
。
日
本
に
い
な
が

ら
南
国
気
分
を
味
わ
え
る
の
は
、
東
京

か
ら
南
西
に
２
０
０
０
キ
ロ
離
れ
た
西

表
島
な
ら
で
は
だ
。

　「
こ
の
文
字
が
見
え
ま
す
か
？
」

　
海
岸
近
く
の
大
き
な
岩
の
そ
ば
で
声

を
掛
け
て
き
た
の
は
、
公
益
社
団
法
人

沖
縄
県
看
護
協
会
の
銘
苅
辰
美
さ
ん
。

そ
こ
に
掘
ら
れ
て
い
た
の
は
、「
忘
勿

石
」の
３
文
字
だ
。「
太
平
洋
戦
争
末
期
、

米
軍
の
上
陸
を
恐
れ
、
波
照
間
島
な
ど

周
辺
の
島
々
の
住
民
は
、
も
と
も
と
マ

ラ
リ
ア
が
広
ま
っ
て
い
た
西
表
島
に
強

制
的
に
疎
開
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
多
く
の
人
々
が
亡
く
な
っ
た
の

で
、〝
戦
争
マ
ラ
リ
ア
〞
の
悲
劇
を
忘

れ
る
な
、
と
い
う
意
味
が
こ
の
文
字
に

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」。

　
戦
後
も
人
々
の
生
活
は
貧
し
く
、
住

む
場
所
や
食
料
の
確
保
も
難
し
か
っ
た

沖
縄
。
衛
生
状
況
も
悪
く
、
マ
ラ
リ
ア

や
結
核
な
ど
の
感
染
症
も
広
が
っ
て
い

っ
た
。
こ
の
状
況
は
、
今
、
感
染
症
の

ま
ん
延
に
苦
し
む
開
発
途
上
国
と
同

じ
。
そ
こ
で
、
沖
縄
県
看
護
協
会
は
約

20
年
に
わ
た
り
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
、

ア
ジ
ア
か
ら
約
6
0
0
人
も
の
研
修
員

を
受
け
入
れ
、
自
分
た
ち
の
経
験
を
伝

え
て
き
た
。　

伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
過
去

　
10
月
中
旬
か
ら
３
週
間
、
沖
縄
を
訪

れ
た
の
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
保
健
省
の
職

員
た
ち
。「
山
が
ち
で
道
路
も
整
備
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
遠
隔
地
ま
で
保
健

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
の
が
難
し
い

の
で
す
」。
国
家
マ
ラ
リ
ア
対
策
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
担
当
す
る
キ
ン
・
ナ
ン
・
ロ

ン
さ
ん
は
、そ
う
自
国
の
課
題
を
話
す
。

　
日
本
最
南
端
の
町
、
竹
富
町
に
属
す

る
西
表
島
も
、
島
に
渡
る
交
通
手
段
は

石
垣
島
か
ら
の
フ
ェ
リ
ー
の
み
。
約
40

の
離
島
を
抱
え
る
沖
縄
は
、
遠
隔
地
で

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
つ

く
り
上
げ
た
の
か
―
。
そ
れ
こ
そ
、
研

修
員
た
ち
が
一
番
学
び
た
か
っ
た
こ
と

だ
。

　
そ
の
答
え
を
導
く
の
は
、「
公
衆
衛
生
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看
護
婦
」
と
い
う
沖
縄
独
自
の
制
度
。

か
つ
て
離
島
の
無
医
村
に
駐
在
し
、
地

域
に
根
差
し
て
感
染
症
予
防
や
母
子
保

健
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。
研
修
で
は

〝
公
看
さ
ん
〞
の
経
験
者
も
講
師
と
し

て
過
去
の
経
験
を
伝
え
て
い
る
。
終
戦

直
後
に
奮
闘
し
た
彼
女
た
ち
の
声
は
、

何
よ
り
も
研
修
員
の
心
に
響
く
か
ら
だ
。

　
そ
し
て
現
在
も
、
地
域
に
寄
り
添
っ

た
仕
組
み
は
健
在
だ
。
西
表
島
東
部
の

大
富
保
健
指
導
所
で
迎
え
て
く
れ
た
の

は
、
岸
上
奈
実
子
保
健
師
。
島
の
人
口

約
２
３
０
０
人
の
半
数
が
住
む
東
部
地

区
は
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
。

お
年
寄
り
の
健
康
を
守
り
、
妊
産
婦
を

支
え
る
の
が
岸
上
さ
ん
の
仕
事
だ
。

　「
西
表
島
に
は
産
婦
人
科
医
が
い
な

い
た
め
、
36
週
を
迎
え
た
妊
婦
さ
ん
に

は
出
産
に
備
え
て
石
垣
島
に
移
っ
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
の
交
通
費
や
滞
在
費
の

一
部
は
、
町
が
補
助
し
て
い
る
ん
で
す

よ
」。
西
表
島
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

に
、
研
修
員
た
ち
は
驚
い
た
様
子
だ
。

　
産
婦
人
科
以
外
の
病
気
や
け
が
の
治

療
は
、
島
に
２
つ
あ
る
診
療
所
で
医
師

が
担
当
し
、
急
患
は
石
垣
島
の
沖
縄
県

立
八
重
山
病
院
に
海
上
保
安
庁
の
ヘ
リ

で
搬
送
す
る
。
遠
隔
地
で
保
健
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
組
織
を
つ
な
ぐ
体
制
が
必
要
な
の

だ
。
し
か
し
途
上
国
で
は
、
地
域
の
診

療
所
の
情
報
が
自
治
体
と
共
有
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
。
研
修
員
た
ち
は

「
こ
の
連
携
こ
そ
、
今
、
最
も
必
要
だ
」

と
岸
上
さ
ん
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

　
そ
し
て
、
銘
苅
さ
ん
は
こ
う
強
調
す

離
島
な
ら
で
は
の

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
学
ぶ

る
。「
地
域
の
健
康
を
守
る
に
は
、
住

民
自
身
の
行
動
が
何
よ
り
大
切
で
す
」。

そ
こ
で
訪
れ
た
の
は
、
東
部
地
区
で
26

年
間
活
動
を
続
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
あ
し
な
が
お
ば
さ
ん
の
会
」。

月
２
回
、
地
元
の
〝
お
ば
あ
〞
た
ち
が

集
ま
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
日

も
30
人
ほ
ど
が
折
り
紙
を
し
た
り
歌
っ

た
り
と
楽
し
そ
う
。
参
加
者
の
多
く
は

80
代
後
半
か
ら
90
代
。
し
か
し
、 
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
み
ん
な
若
々
し
い
。
こ

の
活
動
が
元
気
の
源
だ
と
い
う
。

　
研
修
員
た
ち
も
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で

交
流
し
、
一
緒
に
踊
る
場
面
も
。「
言

葉
が
通
じ
な
く
て
も
お
互
い
分
か
り
合

え
る
ね
ぇ
」「
人
が
集
ま
る
と
踊
り
出

す
の
は
こ
こ
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
も
一
緒
。

他
人
と
は
思
え
な
い
よ
」。

研
修
員
の
訪
問
に
、
お
ば

あ
た
ち
も
う
れ
し
そ
う
。

保
健
省
管
理
局
の
ソ
ウ
・

タ
ン
ダ
ー
・
ミ
ン
さ
ん
は
、

「
地
域
を
つ
な
ぐ
仕
組
み

の
大
切
さ
、
行
政
が
果
た

す
べ
き
役
割
の
大
き
さ
を

沖
縄
で
実
感
し
ま
し
た
。

母
国
の
人
々
の
た
め
に
、

一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
き
た

い
」
と
決
意
を
話
し
て
く

れ
た
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
人
々
の

健
康
を
守
る
―
。
沖
縄
の

離
島
で
培
わ
れ
た
経
験
が

み
ん
な
の
未
来
を
変
え
て

い
く
。

「ミャンマーでも母子健康手帳が全ての
お母さんに使われるといいですね」と研
修員と話す銘苅さん（右端）

大富保健指導所に駐
在する岸上さん（右端）
から、西表島の保健医
療サービスを学ぶ

波照間島が見える海岸の岩に、ひっそりと刻まれた「忘勿石」。過
去を忘れず、未来に生かすことを誓う

「あしながおばさんの会」は、銘苅さんと地域のリーダーが立ち上げ、住民自身が
楽しみながら活動を続けている

日本で唯一の亜熱帯地域で、かつてはマラリアに苦しんだ沖縄県。
それを乗り越えるカギとなったのは、離島ならではの保健医療サービスだ。

全ての人が健康に暮らせる社会を目指し、沖縄の経験を広めている。

遠隔地の
全ての人を健康に

写真（左ページ下2枚を除く）＝今村健志朗（フォトグラファー）

［右］1960年代、乳幼児健診を行う
公衆衛生看護婦
［左］1970年代に保健師として粟
国島や西表島に駐在した銘苅さん
（左）。「当時は島に医師がいなかっ
たので責任は重大でした」

め  

か
る
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東
北
の
海
に
生
き
る

漁
師
た
ち

包
み
込
む
よ
う
に
、
穏
や
か
な
海
が
広

が
る
。
風
は
冷
た
い
が
心
地
良
い
。

　「
お
い
、
そ
こ
の
２
人
、
大
丈
夫
か
？

し
っ
か
り
網
を
持
っ
て
！
」。
小
野
さ

ん
た
ち
の
漁
船
に
は
、
い
つ
も
と
違
う

メ
ン
バ
ー
が
乗
っ
て
い
た
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
市
役
所
の
職

員
、
ハ
フ
リ
ザ
さ
ん
と
ユ
リ
・
マ
ル
ト

ゥ
ニ
ス
さ
ん
。
今
年
の
３
月
か
ら
、
一

般
社
団
法
人
東
松
島
み
ら
い
と
し
機
構

（
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
）※
で
研
修
中
の
２
人
。
こ

の
日
は
東
松
島
の
漁
業
復
興
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
、
定
置
網
漁
の
視
察
に

来
た
。

　
東
松
島
と
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
。
こ
の

２
つ
の
都
市
の
共
通
点
、
そ
れ
は
地
震

と
津
波
だ
。
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
と
04
年
の
イ
ン
ド
洋
ス
マ
ト
ラ
沖

大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
。
こ
の
２
つ

の
自
然
災
害
は
、
大
切
な
人
を
、
家
を
、

仕
事
を
奪
っ
た
。「
漁
船
も
漁
協
も
流

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
こ
を

離
れ
る
な
ん
て
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。

海
が
好
き
だ
か
ら
ね
」
と
小
野
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
地
域
を
挙
げ
て
懸
命
に
復
興

が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
い
ま
だ
多
く

の
人
が
、
東
松
島
市
内
の
仮
設
住
宅
で

生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
で
は
―
。

「〝
ツ
ナ
ミ
〞と
い
う
言
葉
す
ら
知
ら
ず
、

多
く
の
人
が
逃
げ
遅
れ
て
命
を
落
と
し

て
し
ま
い
ま
し
た
」。
そ
ん
な
ハ
フ
リ

ザ
さ
ん
は
、
な
ん
と
日
本
の
マ
ン
ガ
を

特集  研修
見る日本、感じる日本

通
じ
て
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て

い
た
。
す
ぐ
さ
ま
家
族
と
友
人
を
連
れ

て
高
台
に
避
難
し
、
九
死
に
一
生
を
得

た
。

　
そ
ん
な
２
つ
の
都
市
に
、
３
・
11
の

後
、
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
。
国
は
違

え
ど
、
思
い
は
一
つ
。「
災
害
と
向
き

合
い
、
み
ん
な
で
地
域
を
支
え
て
い
き

た
い
」。〝
相
互
復
興
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
研
修
と
い
う
形
で
交
流
が
始
ま
っ

た
。

　
漁
を
終
え
、
港
に
戻
っ
て
き
た
後
は

室
浜
漁
協
へ
。「
さ
あ
、
聞
き
た
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
何
で
も
ど
う
ぞ
！
」
と

小
野
さ
ん
。
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
で
も
漁

業
は
重
要
な
産
業
で
あ
る
が
故
に
、
準

備
し
た
質
問
項
目
は
20
以
上
。
震
災
直

後
の
様
子
や
原
発
問
題
な
ど
、
２
人
の

容
赦
な
い
問
い
掛
け
に
、
小
野
さ
ん
は

一
つ
一
つ
、
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
た
。

「
ま
、
漁
師
に
必
要
な
の
は
勘
と
度
胸

だ
よ
」。
そ
の
豪
快
な
笑
い
に
、
２
人

の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
る
。「
東
松
島
に
住

ん
で
み
て
、
人
々
の
復
興
に
か
け
る
思

い
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
感
じ

ま
す
。
き
っ
と
こ
れ
が
復
興
の
カ
ギ
で

す
ね
」
と
マ
ル
ト
ゥ
ニ
ス
さ
ん
は
う
な

ず
い
て
い
た
。

　
ま
た
、
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

最
も
大
切
で
難
し
い
の
は
、
災
害
の
経

験
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
。
ど
ん
な
に

　
　
　
　
　
　
　

　「
よ
ー
し
、
引
き
上
げ
る
ぞ
！
」

　「
ハ
イ
、
１
、
２
、
３
！
」

　
赤
茶
色
の
網
を
海
の
中
か
ら
引
っ
張

り
上
げ
る
と
、
大
き
な
サ
ケ
が
バ
タ
バ

タ
と
音
を
立
て
て
姿
を
現
し
た
。

　「
今
日
は
少
な
い
な
あ
。
も
う
サ
ケ

の
時
期
は
終
わ
り
だ
な
」

　
そ
う
は
言
っ
て
も
、
網
の
中
は
丸
々

と
し
た
サ
ケ
が
ぎ
っ
し
り
だ
。10
月
末
、

宮
城
県
東
松
島
市
の
宮
戸
島
沖
。
冬
が

真
近
に
迫
る
東
北
の
海
は
、
漁
師
の
小

野
幸
男
さ
ん
い
わ
く
〝
絶
好
の
漁
日

和
〞。
早
朝
６
時
、
真
っ
赤
な
朝
日
を

共
に
災
害
に

立
ち
向
か
う

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
も
、
人
の
命
を

守
る
の
は
、
や
は
り
人
だ
か
ら
だ
。
こ

れ
に
は
「
日
本
人
も
忘
れ
っ
ぽ
い
ん
だ

よ
な
あ
」
と
小
野
さ
ん
。
両
都
市
が
抱

え
る
課
題
は
同
じ
だ
っ
た
。

　
こ
の
８
カ
月
、
東
松
島
の
復
興
の
在

り
方
を
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
学
ん
で
き

た
２
人
。
防
災
備
蓄
倉
庫
や
避
難
所
と

な
っ
た
学
校
の
視
察
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
調
査
…
。地
元
の
人
々
が
何
を
感
じ
、

求
め
、
復
興
を
進
め
て
い
る
の
か
、
自

国
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
探

っ
た
。「
慣
れ
な
い
冬
の
寒
さ
も
、
言

葉
も
大
変
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
街
を

見
直
す
き
っ
か
け
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
帰
国
し
た
ら
、
同
僚
た
ち
と
取
り

組
み
た
い
こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
」
と
顔
を
見
合
わ
す
。
被
災
地
の
現

状
を
知
る
一
番
の
方
法
は
、
や
は
り
、

そ
の
土
地
に
根
差
す
こ
と
だ
っ
た
。

　
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
の
小
平
裕
子
さ
ん
は
「
こ

の
研
修
は
〝
学
び
合
い
〞
で
す
。
お
互

い
の
強
み
を
共
有
し
な
が
ら
、
細
く
長

く
、
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
話
す
。
そ

の
学
び
合
い
を
実
践
の
場
で
生
か
す
取

り
組
み
が
、
間
も
な
く
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の

根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
人
間
の
力
が
及
ば
な
い
、
ま
た
い
つ

か
来
る
自
然
の
脅
威
と
向
き
合
う
た
め

に
―
。
同
じ
経
験
を
し
た
者
同
士
が
知

恵
と
技
術
を
分
か
ち
合
い
、
共
に
前
を

向
い
て
進
ん
で
い
る
。

東松島の漁業について、熱心に
質問するマルトゥニスさん（右）と
ハフリザさん

朝日が昇り始めたこ
ろ、定置網の設置場
所に到着。インドネシ
アの研修員も一緒に
なって引き上げる

獲れたサケは漁協か
ら市場に回される

沿岸部に設置された堤防は、震災後にかさ上げされた。穏やかに見える海の脅
威は、地域の人々が最もよく知っている

※東松島市が目指す「環境未来都市」の
推進、震災からの迅速な復興を実現する
ために、行政と民間を仲立ちする機関とし
て2012年10月に設立。東松島式復興モ
デルの海外普及を目指す。

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
3
年
。

刻
々
と
状
況
が
変
化
す
る
中
、

今
日
も
復
興
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
る
人
た
ち
が
い
る
。

宮
城
県
東
松
島
市
で
は
、
そ
の
輪
の
中
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
市
役
所
の
職
員
が
い
た
。

共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

写真＝渋谷敦志（フォトジャーナリスト）

HOPEのオフィスでは、イ
ンドネシアと東松島の復
興について情報共有が
行われている

漁船に乗せてくれた小野さん（右から３人目）、HOPEのスタッフたちと
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紅
葉
し
始
め
た
木
々
の
後
ろ
か
ら
、

白
い
蒸
気
が
立
ち
込
め
て
い
る
。
10
月

下
旬
、大
分
県
南
西
部
に
あ
る
九
重
町
。

山
道
を
バ
ス
で
上
っ
て
い
く
と
、
大
き

な
施
設
が
姿
を
現
し
た
。
九
州
電
力
八

丁
原
発
電
所
。
あ
の
蒸
気
は
、
ど
う
や

ら
こ
こ
か
ら
出
て
い
る
ら
し
い
。

　
湯
布
院
、
別
府
な
ど
の
温
泉
地
が
ひ

し
め
く
大
分
県
。地
熱
資
源
が
豊
富
で
、

別
府
で
は
１
９
２
５
年
に
日
本
で
初
め

て
地
熱
発
電
に
成
功
し
た
。
こ
こ
八
丁

原
発
電
所
は
、
日
本
最
大
の
発
電
量
を

誇
る
地
熱
発
電
所
だ
。

　
バ
ス
か
ら
降
り
て
き
た
の
は
、チ
リ
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
エ
ル
サ

ル
バ
ド
ル
な
ど
中
南
米
か
ら
の
研
修
員

た
ち
。
こ
れ
か
ら
実
際
に
発
電
所
内
を

見
学
で
き
る
と
あ
り
、
目
を
輝
か
せ
て

い
る
。

　「
資
源
が
な
く
な
る
心
配
が
な
く
、

二
酸
化
炭
素
も
ほ
と
ん
ど
出
さ
な
い
の

で
環
境
に
も
優
し
い
。
豊
富
な
地
熱
資

源
が
あ
る
中
南
米
で
も
活
用
す
べ
き
で

す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
国
内
外
で
地

熱
発
電
の
開
発
に
携
わ
っ
て
き
た
西
日

日
本
が
誇
る

最
新
技
術

の
は
、
発
電
効
率
を
高
め
る
た
め
、
蒸

気
を
よ
り
多
く
取
り
出
す
ダ
ブ
ル
フ
ラ

ッ
シ
ュ
方
式
と
呼
ば
れ
る
技
術
。
八
丁

原
発
電
所
が
世
界
で
初
め
て
実
用
化
し

た
も
の
だ
。
コ
ス
タ
リ
カ
電
力
局
の
ロ

ド
リ
ゲ
ス
・
デ
ィ
リ
エ
ー
ル
さ
ん
は
、

「
コ
ス
タ
リ
カ
に
も
地
熱
発
電
所
は
あ

り
ま
す
が
、
発
電
効
率
が
悪
い
。
こ
の

技
術
が
解
決
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

　
発
電
所
か
ら
の
帰
り
道
、「
地
熱
以

外
に
も
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
」

と
言
う
西
日
本
技
術
開
発
の
エ
ン
リ

ケ
・Ｍ
・
リ
マ
・
ロ
バ
ト
取
締
役
。
リ

マ
さ
ん
は
メ
キ
シ
コ
出
身
。約
40
年
前
、

地
熱
タ
ー
ビ
ン
の
設
計
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め
、
日
本
で
研
修
を
受
け
た
。

「
最
新
鋭
の
機
材
が
な
い
時
代
で
も
段

ボ
ー
ル
の
上
で
設
計
図
を
描
き
、
会
社

が
ス
ト
ラ
イ
キ
で
も
『
日
本
の
事
情
は

海
外
の
お
客
様
に
は
関
係
な
い
』
と
働

き
続
け
る
日
本
人
の
姿
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
私
は
日

本
企
業
で
働
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に

は
、
こ
の
研
修
で
仕
事
に
対
す
る
心
構

え
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」。
そ
う

い
っ
た
日
本
文
化
を
体
感
で
き
る
の
も

醍
醐
味
だ
。

　
そ
し
て
翌
日
、
研
修
の
舞
台
は
別
府

市
へ
。
大
分
県
農
林
水

産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

農
業
研
究
部
花
き
グ
ル

ー
プ
を
訪
問
し
た
。
地

熱
の
蒸
気
を
使
っ
て
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
暖

め
、
土
や
資
材
を
消
毒

し
て
花
の
品
種
改
良
や

栽
培
実
験
を
行
う
施

設
。
大
分
が
長
年
取
り

組
ん
で
き
た
地
熱
資
源

の
有
効
活
用
法
を
学
ぶ

の
が
目
的
だ
。

特集  研修
見る日本、感じる日本

　
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
終
え
、
ボ
リ
ビ

ア
電
力
公
社
の
マ
ヌ
エ
ル
・
ア
ン
ト
ニ

オ
さ
ん
が
諸
富
愛
子
花
き
グ
ル
ー
プ
長

と
話
し
始
め
た
。「
私
た
ち
が
開
発
を

計
画
し
て
い
る
地
熱
発
電
所
は
砂
漠
に

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
花
き
や
野
菜
栽
培

の
産
業
を
興
せ
る
か
検
討
し
た
い
ん
で

す
」。
名
刺
を
交
換
し
、
帰
国
後
も
技

術
の
導
入
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
研
修
の
最
後
は
、
今
回
の
学
び
を
ど

の
よ
う
に
自
国
の
地
熱
開
発
に
生
か
し

て
い
く
の
か
を
議
論
。
ペ
ル
ー
財
務
経

済
省
の
ペ
デ
ロ
・
バ
レ
ン
テ
ィ
ン
財
務

部
長
は
、「
地
熱
開
発
に
必
要
な
資
金

の
調
達
方
法
な
ど
も
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
、
開
発
に
向
け
た
具
体
的
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
描
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
満
足
げ
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。

日
本
で
学
ん
だ
彼
ら
は
き
っ
と
、
こ
れ

か
ら
地
熱
発
電
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
存

在
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

本
技
術
開
発
株
式
会
社
の
松
田
鉱
二
さ

ん
。
約
２
週
間
に
わ
た
る
研
修
を
担
当

す
る
責
任
者
だ
。

　
一
行
は
ま
ず
、
地
下
か
ら
蒸
気
を
取

り
出
す
井
戸
の
掘
削
現
場
を
視
察
。
エ

ン
ジ
ン
音
を
響
か
せ
、
ド
リ
ル
が
回
転

し
て
い
る
。「
ど
の
く
ら
い
の
馬
力
が

あ
る
の
で
す
か
？
」「
何
日
か
け
て
掘

る
の
で
す
か
？
」
と
次
々
と
質
問
が
飛

ぶ
。「
私
の
国
で
は
火
力
発
電
が
多
い

の
で
す
が
、
燃
料
費
が
高
く
つ
く
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
検
討
す

る
た
め
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
」
と
ド

ミ
ニ
カ
共
和
国
国
立
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員

会
の
ダ
マ
リ
ス
・
デ
・
ロ
ス
・
ミ
ラ
グ

ロ
ス
さ
ん
。
自
国
の
未
来
を
背
負
い
、

知
識
を
吸
収
し
よ
う
と
積
極
的
だ
。

　
続
い
て
発
電
所
の
中
へ
。
目
に
付
い

た
の
が
〝
フ
ラ
ッ
シ
ャ
ー
〞
と
書
か
れ

た
装
置
。
こ
の
装
置
に
備
わ
っ
て
い
る

発
電
だ
け
で
は
な
い

地
熱
の
可
能
性

八丁原発電所からほど近い滝上発電所も
見学。出光大分地熱株式会社の森山清治
代表取締役（右から2人目）は「研修員はとて
も熱心ですね」と話す

標高1,100メートルにある大自然に囲まれた八丁
原発電所。水蒸気が白煙のように上っている

地熱開発の調査をどう進
めるのか、研修員にアドバ
イスするリマ取締役（右）
と松田さん（中央）

温泉につかることで体の痛みを和らげる治療を行う九
州大学病院別府病院を視察

地
下
か
ら
噴
き
出
す
蒸
気
を
活
用
し
た
地
熱
発
電
。

地
熱
資
源
が
豊
富
な
大
分
県
で
は
、

世
界
に
先
駆
け
地
熱
発
電
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
知
見
や
技
術
を
吸
収
し
よ
う
と
こ
の
地
を
訪
れ
た
の
は
、

中
南
米
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
取
り
組
む
行
政
官
や
技
術
者
た
ち
だ
。

温
泉
大
国
で

地
熱
を
学
ぶ

鉄塔につり下げられた掘削機で蒸気を
取り出すための井戸を掘る

写真＝谷本美加（写真家）
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オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の

地
域
づ
く
り

特集   研修
見る日本、感じる日本

策
定
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
開
発
を
進

め
る
中
で
、
こ
う
い
っ
た
地
域
産
業
の

活
性
化
も
最
重
要
課
題
の
一
つ
だ
っ
た
。

　「
短
期
間
の
開
発
で
、
北
海
道
が
な

ぜ
こ
こ
ま
で
の
経
済
規
模
を
持
つ
ま
で

に
成
長
で
き
た
の
か
。
そ
の
秘
訣
を
知

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」。
そ
う
話
す

の
は
、
ガ
ー
ナ
環
境
・
科
学
技
術
省
の

ナ
ナ
・
ク
シ
・
ニ
シ
ア
さ
ん
。
途
上
国

に
は
、
ま
だ
ま
だ
情
勢
が
安
定
し
な
い

国
も
多
い
。「
街
の
区
画
を
整
理
し
よ

う
に
も
、
法
律
だ
け
で
は
人
を
動
か
せ

な
い
こ
と
も
多
い
。
そ
の
地
域
に
は
、

根
深
い
民
族
問
題
や
伝
統
文
化
が
あ
る

か
ら
で
す
」。
世
界
的
に
も
有
名
な
北

海
道
の
地
域
開
発
の
歴
史
、
現
状
の
取

り
組
み
な
ど
を
、
自
分
た
ち
の
肌
で
感

じ
て
み
た
い
―
。
こ
れ
が
彼
ら
が
日
本

に
来
た
理
由
だ
。

　
町
村
農
場
で
は
、
乳
牛
の
育
成
か
ら

製
品
の
加
工
ま
で
、
す
べ
て
の
プ
ロ
セ

ス
を
一
つ
の
敷
地
内
で
行
っ
て
い
る
。

少
人
数
で
生
産
・
品
質
管
理
を
徹
底
し

て
い
く
と
い
う
方
針
だ
。

　
し
か
し
、
主
力
商
品
で
あ
る
牛
乳
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
は
単
価
が
低
く
、
安
定
的

に
儲
け
る
の
は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は

な
い
よ
う
だ
。「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

功
さ
せ
る
に
は
、
他
社
と
の
差
別
化
と

付
加
価
値
が
必
要
で
す
」。
実
際
に
町

村
農
場
の
商
品
は
、
観
光
客
は
も
ち
ろ

ん
、
乳
製
品
に
は
舌
の
肥
え
て
い
る
北

海
道
民
に
も
人
気
だ
。

　
農
場
見
学
の
後
は
、
農
場
に
併
設
さ

れ
て
い
る
カ
フ
ェ
で
質
問
タ
イ
ム
。「
実

は
こ
こ
を
継
ぐ
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な

く
て
、
東
京
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て

い
た
ん
で
す
よ
」。
今
や
〝
農
場
経
営

一
本
！
〞
に
し
か
見
え
な
い
町
村
さ
ん

の
発
言
に
、
研
修
員
た
ち
も
驚
き
を
隠

せ
な
い
様
子
。「
で
も
急
に
事
情
が
変

わ
っ
て
、
北
海
道
に
帰
っ
て
く
る
こ
と

に
な
っ
て
。
ど
う
せ
や
る
な
ら
地
元
を

盛
り
上
げ
た
い
と
、
必
死
で
こ
こ
ま
で

き
ま
し
た
」。
そ
う
静
か
に
熱
く
語
る

町
村
さ
ん
の
話
に
、
研
修
員
た
ち
は
自

国
の
状
況
を
重
ね
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。「
地
域
を
支
え
る
一
人
一
人
の
ア

イ
デ
ア
と
思
い
が
重
な
っ
て
、
北
海
道

は
一
つ
の
地
域
と
し
て
成
長
し
て
き
た

ん
で
す
ね
」
と
研
修
員
た
ち
は
う
な
ず

い
て
い
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、地
域
開
発
と
い
っ
て
も
、

国
ご
と
に
、地
域
ご
と
に
状
況
が
違
う
。

〝
コ
レ
〞
と
い
っ
た
正
解
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
こ
で
約
１
カ
月
に
わ
た

る
研
修
で
は
、
札
幌
や
江
別
は
も
ち
ろ

ん
、
石
狩
や
夕
張
、
さ
ら
に
道
外
の
岐

　
　
　
　
　
　
　

　
一
面
に
広
が
る
荒
れ
地
が
、
わ
ず
か

１
５
０
年
の
う
ち
に
、
見
違
え
る
よ
う

な
土
地
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
ん

な
奇
跡
の
変
ぼ
う
を
遂
げ
た
地
域
が
日

本
に
あ
る
。
明
治
時
代
、
屯
田
兵
な
ど

に
よ
り
開
拓
が
始
ま
っ
た
北
海
道
だ
。

　「
寒
い
！
も
う
冬
が
近
付
い
て
い
る

ん
で
す
ね
」

　
道
内
最
大
の
人
口
、
約
１
９
０
万
人

を
抱
え
る
札
幌
市
内
。
バ
ス
に
乗
り
込

む
一
行
か
ら
、
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て

き
た
。北
海
道
は
す
で
に
紅
葉
の
季
節
。

10
月
か
ら
約
１
カ
月
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ

リ
カ
、
中
東
な
ど
か
ら
研
修
を
受
け
に

き
た
地
域
開
発
担
当
の
行
政
官
た
ち
だ
。

　
こ
の
街
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
、
碁
盤

の
目
に
区
切
ら
れ
た
市
内
を
く
ぐ
り
抜

け
、
バ
ス
に
30
分
ほ
ど
揺
ら
れ
る
と
、

そ
こ
に
は
〝
北
海
道
ら
し
い
〞
風
景
が

広
が
っ
て
い
た
。
目
的
地
は
隣
町
の
江

別
市
。
人
口
は
札
幌
の
10
分
の
１
に
も

満
た
な
い
が
、
札
幌
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
だ
。「
私

た
ち
も
石
狩
市
か
ら
こ
こ
に
移
っ
て
き

た
ん
で
す
よ
」。
そ
う
話
す
の
は
こ
の

日
の
視
察
先
、
株
式
会
社
町
村
農
場
の

町
村
均
代
表
取
締
役
。
創
業
96
年
、
道

内
に
４
店
舗
、
東
京
、
横
浜
、
大
阪
に

も
店
舗
を
持
つ
地
元
の
有
力
な
乳
業
メ

ー
カ
ー
だ
。

　
北
海
道
で
は
、
畜
産
や
酪
農
は
重
要

な
産
業
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
国
が

一
人
一
人
の
ア
イ
デ
ア
を

総
合
的
な
開
発
に
生
か
す

阜
県
郡
上
市
な
ど
、
多
く
の
地
域
を
視

察
に
組
み
込
ん
だ
。「
日
本
も
戦
争
や

災
害
な
ど
を
経
験
し
な
が
ら
、
試
行
錯

誤
を
経
て
、
今
の
姿
を
つ
く
り
上
げ
て

き
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
の
土
地
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た
方
法

を
き
ち
ん
と
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

ん
で
す
ね
」
と
、
ま
さ
に
今
、
復
興
の

真
っ
た
だ
中
に
あ
る
イ
ラ
ク
計
画
省
の

ダ
ヴ
ォ
ド
・
ア
ラ
ー
・
ア
バ
シ
・
ダ
ウ

ォ
ド
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
20
年
続
く
研
修
を
取

り
ま
と
め
る
の
は
、
地
域
開
発
の
最
前

線
に
い
る
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発

局
。「
実
は
、
私
た
ち
が
研
修
員
た
ち

か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い
ん
で
す
よ
」
と

同
局
開
発
監
理
部
開
発
計
画
課
国
際
室

の
柴
田
哲
史
室
長
。
長
年
に
わ
た
る
紛

争
な
ど
を
経
て
、
こ
こ
数
年
で
新
し
い

国
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
た
国
も
多

い
。
明
治
時
代
か
ら
地
域
開
発
に
取
り

組
ん
で
き
た
北
海
道
よ
り
も
、
い
わ
ゆ

る
〝
最
新
〞
の
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
現
状
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、

開
発
の
仕
組
み
を
機
能
さ
せ
て
い
く
手

法
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
」
と
柴
田
室

長
は
強
調
し
て
い
た
。

　
途
上
国
の
地
域
開
発
の
道
の
り
は
長

い
。
し
か
し
「
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
」
と
研

修
員
た
ち
は
意
気
込
む
。
自
国
か
ら
遠

く
離
れ
た
北
の
大
地
で
、
地
域
開
発
に

必
要
な
キ
ラ
リ
と
光
る
ヒ
ン
ト
を
見
付

け
た
よ
う
だ
。

かつては未開の地ともいわれていた北海道。
政府主導で150年前から総合的な地域開発が進められ、今の姿にまで発展した。

その経験には、開発途上国が取り組む地域づくりのヒントが隠されている。

国を支える地域開発

町村さん（右端）の説明を聞く研修員たち。それぞれの
国の事情を重ね合わせながら、地域開発のカギを探る

町村農場に併設されている直売店。陳列やパッ
ケージにも工夫が凝らされている

町村さんの講義は農場に併
設されているカフェで。木の
ぬくもりが感じられる建物は
観光客にも人気だ

この日の午前中は北海学園
大学工学部の鈴木聡士教
授による講義。関東大震災
後の東京の地域開発などに
ついても学んだ

牛のふん尿を肥料や熱資源として利
用するなど、町村農場は環境に配慮
した取り組みにも積極的

15　                   December 2013 December 2013                       14
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日
本
に
や
っ
て
来
る
研
修
員
た
ち
は
、
ど
ん
な
思
い
で
参
加
を
決
め
、

ど
ん
な
こ
と
を
学
び
、
そ
し
て
今
後
に
ど
う
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

一
人
一
人
の
生
の
声
を
聞
い
て
み
よ
う
。

付加価値のある
コーヒーを生み出す

コーヒーの加工工場では衛生管理の大切さを実感

特集  研修
見る日本、感じる日本

高が高く、雨量に恵まれたルワンダではコ
ーヒー豆の生産が盛ん。豊かなコクと香り

が特徴で、主要な輸出産品の一つです。国の産
業を活性化するためには、このコーヒーの輸出増
加が不可欠ですが、これまでは海外の消費者の
ニーズなど商品開発に必要な情報が不足してい
ました。そこで、日本ではどのように商品価値を高
めているのか学びに来ました。
　日本でトップブランドのＵＣＣの加工工場では、
何度も味や香りを確認するという品質管理の徹
底ぶりに驚きました。そして、店頭ではこういった
商品ができるまでの過程を“ストーリー”として紹
介し、商品を販売していました。そうすることで日
本人が求める「信頼性」や「親しみやすさ」など
の付加価値を生み出していたのです。ルワンダに
戻ったら、このことを生産者や卸売業者に伝えた
い。そして、消費者のニーズを基に、より魅力ある
商品開発を進めていきたいと思います。

伝統技術に
新たな息吹を

研修の成果として、日本最大級のデザインイベントに出展

キシコ南部オアハカ市にあるNGOで、衣服

や雑貨などをデザインする仕事をしていま

す。私たちの地域には、代々受け継がれてきた伝統

的な機織りの技術があります。しかしライフスタイ

ルが変化する中、今の消費者が求めるモダンな製

品をなかなか生み出せずにいました。伝統技術を生

かしながら、今“売れる”製品を作る―。その方法を

学ぶため、同じ課題に挑んできた京都に来ました。

　蒔絵や清水焼などの伝統工芸の現場を見て回っ

たのですが、中でも西陣織の繊細な美しさ、熟練の

技には圧倒されました。さらに驚いたのが、需要が

減ってしまった着物の生地を使って、ネクタイやバッ

グなどを作っていたこと。まさに伝統と現代のニー

ズを組み合わせた製品です。

　京都の職人さんたちは、自身の技術に誇りを持っ

ていました。「伝統技術とその価値を十分に分かっ

ていないと、モダンな製品は作れない」。彼らの言

葉を胸に刻み、魅力ある製品を作っていきます。

離島ならではの
医療を広める

保健省 クェゼリン環礁保健局 プライマリーヘルスケア部長

オーリン・デ・ブレムさん

ーシャル諸島で今、大きな問題となっている

のが、糖尿病と肥満症の増加です。医師と

看護師が協力しながら診療や啓発活動を行ってい

ますが、1,200もの島があるため、施設も人手も足

りません。そこで、日本の離島ではどのようにこの課

題に立ち向かっているのかを知りたいと思いました。

　研修で訪れたのは奄美群島。遠隔地の住民に保

健医療サービスを届けるため、巡回診療バスを運行

していました。これなら医療施設の少なさを補える

はず。まさに離島ならではの工夫です。

　また、お年寄りが元気に歩いていることも印象的

でした。家からほとんど出ないマーシャル諸島のお

年寄りとは大違い。奄美群島では、子どもの時から

学校や職場、イベントなどで運動する時間を設けた

り、バランスの良い食事を取るよう指導したりと予

防医療を実施していました。カロリー計算や肥満度

チェックなどの手法も勉強になりました。きっとマー

シャル諸島の人たちの意識向上に役立つはずです。

里山をモデルに
森を守る

林業省 森林保護・保全局 野生動植物保護区 管理課長

スリ・レスタリ・インドゥリアニさん

里山の取り組みをインドネシアに応用できないか議論

然の美しさや、そこに暮らす生き物が好き

で、国立公園で環境を守る仕事をしていま

す。しかし近年のインドネシアでは、伐採や火災な

どが原因で森林が減っているのが現状です。このま

までは生態系が崩れ、人々の生活も脅かしかねな

い。そこで目を付けたのが、自然を守りつつ、その資

源を絶やすことなく利用してきた日本の里山の取り

組みでした。

　石川県にある里山では、クヌギの植樹が行われて

いました。これは森林を守るだけでなく、木から炭

を作って販売するためのもの。また、里山の美しい

景観を保全することで、観光客を集めようという取

り組みも行われていました。どちらのケースでも、

森林を守ることが、地域経済の活性化につながって

いる。だからこそ、住民たちが自然のありがたみを

理解し、持続的に利用していこうと努力していたの

です。インドネシアでも住民たちと一緒に森林保全

ができるような仕組みづくりを目指していきます。

だ
か
ら
私
は
日
本
に
来
た
！

標自 メマ

オアハカコミュニティー 担当デザイナー

ルル・ゴンサレス・オスナヤさん

離島医療の課題を共有しながら解決策を探る

研
修
員
に
聞
く
！

農業輸出振興局 産品開発研究担当者

ルクワヤ・エリックさん
ルワンダメキシコマーシャル諸島インドネシア



※研修に同行し、講義や視察先での通訳をはじめ、講師や協力機関との調整、
研修員のケアなど、研修を円滑に進める役割を担う業務。
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研修のちょっと  
日本での研修を支える縁の下の力持ち。
それが日本ならではの強みを持つ「協力機関」と、
現場でサポートする「研修監理員」※だ。
彼らが語る研修のエピソードとは。

　広島県中央部に位置する世羅町は、県内有数のコメの生産地。しかし、農
家一軒当たりの耕作面積が小さく、後継者も減る一方だった。そこで「地域一
丸となって町を盛り上げたい」と、地元の農家1,400人をつなぐネットワークの
構築を目指して発足したのが「世羅高原6次産業推進協議会」だ。
　6次産業とは、農業（第1次産業）、加工（第2次産業）、販売・流通（第3次
産業）を融合して新たなものを生み出す産業。ナシ農家と駅伝強豪校が連携
してスポーツドリンクを開発したり、手作りの漬物や味噌などを女性グループが
加工・販売したり、花の観光農園を町全域に広げたり…。このような取り組み
が成功し、年間160万人もの観光客が訪れる魅力ある町になった。
　そんな世羅町は、地域振興などをテーマとした研修の視察先の常連。一番
の売りは、町内の多様なアクターの連携だ。「“みんなの知恵を出し合って新た
なビジネスチャンスを”という私たちのキャッチフレーズに感激し、自分の国でも
使いたい！と言われたことも。世羅町が開発途上国
のモデルになり得ると自信になりました」と和泉さん。
小さな町から世界を変える大きな力を発信している。

人と人をつなぐ農業を
世界に

協 力 機 関 ① 世羅高原6次産業推進協議会

アフリカ諸国からの研修員がナシ畑を視察し、地域の人 と々交流

海を超える
日本の教育ノウハウ

協 力 機 関 ② 鳴 門 教 育 大 学

研修員がアイデアを出し合い、生徒に分かりやすい授業内容を考える

　イランから日本に来て約25年のナリマニさん。翻訳や通訳の経験を生かし、
人の役に立つ仕事がしたいと研修監理員に。担当する研修テーマは幅広く、
事前の情報収集は必須だ。「講義の内容を研修員に正しく伝えるには、文化
の違いを踏まえて訳さなければなりません」と話す。
　例えば、水資源管理がテーマの研修で「かんがい施設を住民で共同管理す
ると効果的」と伝えるだけでは、「それは日本だからできること」と思われてしま
う。水が豊富だからこそ協力し合える日本と、降水量が日本の7分の1のイラン
では状況が違うからだ。そうした国ごとの考え方の違いを伝えた上で、イランで
取り入れられる工夫を導き出せるよう、知識のキャッチボールを取り持つ役割を
果たしている。
　このナリマニさんの姿勢は、「情報が正確に伝わる」と評価が高い。「先日、
通訳の仕事でイランを訪れた時、空港で“ナリマニさん！”と声をかけてくれたの
は、なんと何年も前に来日した研修員でした。覚えて
いてくれたなんてうれしかったです」。まさに日本とイラ
ン、そしてアフガニスタンをつなぐ懸け橋となっている。

知識をつなぐ
懸け橋になりたい

研 修 監 理 員 ① ナリマニ・ハッサンアリさん

地域振興をテーマにした研修で通訳をするナリマニさん（左端）

　実は、福原さんの祖国はカンボジアだ。内戦のためタイの難民キャンプに逃
れ、国際機関の支援により13歳で来日。日本への恩返しと、祖国のために自
分ができることはないか―。その思いを同時にかなえられる仕事が、研修監理
員だった。
　担当する研修テーマの一つが、平和発信の拠点として、多くの人々に活用
してもらえる博物館の整備。その舞台は沖縄だ。ポル・ポト時代の負の遺産を
後世に伝え、平和の大切さを広めたいカンボジアにとって、同じく戦争の悲劇を
経験した沖縄と共有できることは多い。沖縄県立博物館・美術館では情報を
分かりやすく伝える写真の展示方法や傷みやすい紙文書の保存技術を、沖縄
県平和祈念資料館では沖縄戦の歴史を学んでいる。「沖縄での研修を通じて
“過去の過ちを二度と繰り返してはならない”と再認識し、カンボジアに戻って奮
闘する研修員を見ているとうれしくなります」と話す。
　自分が担当した研修に参加した彼らが、平和を願
い新しい国づくりを進めてくれる。それが福原さんのエ
ネルギー源だ。

祖国の平和のために
できること

研 修 監 理 員 ② 福 原 康 太 さん

沖縄県立博物館・美術館で展示方法を学ぶ

　徳島県の鳴門教育大学教員教育国際協力センターでは、開発途上国での
参加型授業の推進を目指し、理数科を中心に教員を対象にした研修を実施し
ている。「小学校で楽しそうに意見交換する日本の子どもたちの姿を見て、まず
研修員たちは驚きます。アフリカ諸国などでは、授業中に生徒が話すこと＝規
律が守られていないというイメージが強いからです。でも、子どもたちにとってク
ラスメイトと考えを共有することも大切な学び。それを日本の現場で実感してく
れているようです」と小澤さんは話す。
　何よりもうれしいのは、日本での学びを帰国後に実践していると研修員から
聞いた時。研修で紹介した授業内容を取り入れたり、生徒の反応を記録する
「授業観察シート」を教員養成機関の職員がモニタリングに使ったりと、自国の
授業改善に生かしているという。
　鳴門教育大学の学生が研修員と触れ合う機会も多く、日本の若者たちがさ
まざまな国の教育事情を知り、視野を広げる良いきっ
かけにもなっている。

担　  当　  者：世羅町産業観光課　和泉美智子さん
担当研修テーマ：中小企業振興、女性の起業支援など
受  入  地  域：中南米、東欧、アフリカ

担　  当　  者：国際教育コース／教員教育国際協力センター
　　　　　　　  小澤大成さん
担当研修テーマ：理数科教員養成など
受  入  地  域：アフリカ、大洋州、アジア、中東など

担  当  言  語：ペルシャ語、ダリー語
担当研修テーマ：廃棄物管理、水資源管理、防災など
担　  当　  国：イラン、アフガニスタン

担  当  言  語：カンボジア語
担当研修テーマ：上下水道整備、地方行政、平和構築など
担　  当　  国：カンボジア

イイ話
特集  研修
見る日本、感じる日本 協力機関 ＆ 研修監理員に聞く！





を
ゆ
っ
く
り
溶
か
し
て
い
く
と
、「
す
ご
い
！

ピ
ン
ク
色
に
変
わ
っ
た
！
」。
子
ど
も
た
ち

の
目
が
輝
く
。
こ
れ
で
ど
れ
が
安
全
な
水
か

一
目
瞭
然
だ
。

一
緒
に
実
験
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

は
研
修
員
に
興
味
津
々
。
現
地
の
生
活
、
趣

味
、
将
来
の
こ
と
…
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を

投
げ
掛
け
る
。「『
日
本
の
水
道
水
は
す
ご
く

き
れ
い
』
と
言
わ
れ
て
び
っ
く
り
。
僕
た
ち

は
こ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
使
っ
て
い

た
か
ら
」
と
種
市
響
く
ん
。
ア
フ
リ
カ
と
日

本
、
一
つ
一
つ
の
会
話
に
発
見
が
あ
っ
た
よ

う
だ
。

隣
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ブ

ラ
ー
ヌ
・
シ
ョ
ワ
ゴ
・
ゲ
ー
テ
さ
ん
が
、
子

ど
も
た
ち
に
質
問
を
し
て
い
る
。

「
も
し
２
日
間
お
水
が
出
な
か
っ
た
ら
ど

う
す
る
？
」

「
２
日
な
ら
我
慢
で
き
る
か
な
あ
」

「
じ
ゃ
あ
１
週
間
使
え
な
か
っ
た
ら
？
」

「
え
ー
死
ん
じ
ゃ
う
よ
」

ゲ
ー
テ
さ
ん
は
、
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
聞

い
た
の
だ
ろ
う
か
。「
日
本
で
は
24
時
間
、

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
の
が
当
た
り

前
。
で
も
エ
チ
オ
ピ
ア
の
地
方
で
は
、
数
日

間
水
が
使
え
な
い
こ
と
も
あ
る
と
知
っ
て
ほ

し
か
っ
た
」。
そ
う
話
し
て
く
れ
た
。

実
験
が
終
わ
っ
た
ら
、
今
度
は
ア
フ
リ
カ

の
水
事
情
に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
。「
毎
日
長

い
道
の
り
を
歩
い
て
、
井
戸
ま
で
バ
ケ
ツ
を

持
っ
て
水
を
く
み
に
行
く
人
も
多
い
ん
で
す

ー
ド
し
て
き
た
横
浜
市
だ
。

初
め
て
出
会
う
ア
フ
リ
カ
の
人
た
ち
に
、

子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
４
人
一
組
の

グ
ル
ー
プ
に
研
修
員
が
加
わ
り
、
お
互
い
に

自
己
紹
介
を
し
た
ら
、
い
よ
い
よ
授
業
の
始

ま
り
だ
。

ま
ず
は
、
ろ
過
実
験
に
挑
戦
。
ガ
ラ
ガ
ラ

ガ
ラ
…
。
大
き
な
砂
利
、
小
さ
な
砂
利
、
そ

し
て
砂
の
順
番
に
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が

ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
い
く
。
そ
こ
に

濁
っ
た
水
を
注
い
で
み
る
と
、
き
れ
い
な
水

が
出
て
き
た
。

「
こ
れ
は
飲
め
る
水
か
な
？
」

講
師
を
務
め
る
水
道
局
職
員
の
問
い
掛
け

に
、
考
え
込
む
子
ど
も
た
ち
。
透
明
に
見
え

て
も
、
も
し
か
し
た
ら
雑
菌
が
混
じ
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

「
こ
の
薬
を
入
れ
て
調
べ
て
み
よ
う
！
」

塩
素
消
毒
さ
れ
て
い
れ
ば
、
水
の
色
が
変

わ
る
は
ず
。
さ
っ
そ
く
入
れ
て
み
る
と
、「
変

わ
ら
な
ー
い
」
と
顔
を
見
合
わ
せ
る
子
ど
も

た
ち
。
次
に
、
水
道
水
に
入
れ
て
み
る
。
薬

「
今
日
は
水
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
ょ
う
！
」

横
浜
市
立
大
正
小
学
校
の
体
育
館
。
こ
の

日
の
３
時
間
目
は
、
４
年
生
３
ク
ラ
ス
の
合

同
授
業
。
水
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
、
横

浜
市
水
道
局
が
市
内
の
小
学
校
で
実
施
し
て

い
る
〝
出
前
水
道
教
室
〞
だ
。

し
か
も
こ
の
日
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
が
来
て

い
る
と
い
う
。

「
さ
ぁ
、
み
ん
な
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
ご

ら
ん
！
」

体
育
館
の
入
り
口
に
視
線
を
移
し
て
み
る

と
―
。「
わ
ー
! !
」「
こ
ん
に
ち
は
！
」。
大

歓
声
に
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
マ
ラ
ウ
イ
、
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

な
ど
、
ア
フ
リ
カ
の
国
々
か
ら
や
っ
て
来
た

水
道
整
備
を
手
掛
け
る
技
術
者
た
ち
。
安
全

な
水
を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
る
た
め
、
浄

水
や
配
水
な
ど
の
技
術
を
学
ぶ
た
め
に
来

日
。
そ
の
舞
台
は
、
日
本
の
水
道
技
術
を
リ

よ
」。
子
ど
も
た
ち
の
表
情
が
曇
る
。
仲
良

く
な
っ
た
研
修
員
た
ち
の
故
郷
に
思
い
を
は

せ
て
い
る
よ
う
だ
。「
１
日
10
リ
ッ
ト
ル
し

か
水
を
使
え
な
い
人
も
い
る
ん
だ
ぁ
…
」。

前
田
歩
夢
く
ん
は
、
一
人
当
た
り
１
日
２
３

０
リ
ッ
ト
ル
も
の
水
を
使
う
日
本
と
の
差
を

知
っ
て
驚
い
た
様
子
。
そ
ん
な
い
つ
も
と
違

う
表
情
の
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
１
組
の
担

任
の
上
野
康
史
先
生
は
「
自
分
に
と
っ
て
の

〝
当
た
り
前
〞
が
通
じ
な
い
国
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
い
う
事
実
を
知
る
こ
と
で
、
も
っ
と

世
界
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く

れ
た
。

こ
の
授
業
を
通
じ
て
、
発
見
が
あ
っ
た
の

は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。
リ
ベ
リ
ア

の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ニ
ュ
マ
・
サ
ン
デ
ィ
キ
ー

さ
ん
は
、「
日
本
で
は
、
水
道
局
の
職
員
が

子
ど
も
た
ち
に 

〝
水
の
大
切
さ
〞
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
る
。私
た
ち
も
見
習
っ
て
、

リ
ベ
リ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
安
全
な
水
に
つ

い
て
の
情
報
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、

出
前
水
道
教
室
も
終
わ
り
。
研
修
員
を
子
ど

も
た
ち
は
名
残
惜
し
そ
う
に
見
送
る
。
授
業

を
見
学
に
来
た
横
浜
市
教
育
委
員
会
の
岡
田

優
子
教
育
長
は
「
生
き
て
い
く
上
で
欠
か
せ

な
い
水
を
通
し
て
ア
フ
リ
カ
を
知
り
、
現
地

の
人
た
ち
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。

ア
フ
リ
カ
の
水
に
、
そ
し
て
世
界
に
目
を

向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
。
こ
の

日
の
体
験
は
、
ず
っ
と
忘
れ
な
い
思
い
出
と

な
る
に
違
い
な
い
。

ア
フ
リ
カ
の
研
修
員
と

ろ
過
実
験

ア
フ
リ
カ
の
現
実
と

向
き
合
う
子
ど
も
た
ち

「これは飲んでいい水かな？」。ゲーテさんと水道局職員の質問に考え込む子どもたち
どのグループも和気あいあい。研修員と一緒にろ過
実験に取り組む

「どんな料理がありますか？」「子どもたちは何をして遊ん
でいますか？」。研修員への質問タイムは大盛り上がり

「水道水とミネラルウオーター、一番おいしい水はど
れかな？」。研修員と一緒にきき水テスト

ア
フ
リ
カ
の
水
を
学
ぼ
う
！

11
月
初
旬
に
、横
浜
市
立
大
正
小
学
校
で
行
わ
れ
た
授
業
。

こ
の
日
の
ゲ
ス
ト
は
、な
ん
と
日
本
に
水
道
技
術
を
学
び
に
来
た
ア
フ
リ
カ
の
研
修
員
た
ち
。

子
ど
も
た
ち
が
発
見
し
た〝
ア
フ
リ
カ
水
事
情
〞と
は
。

アフリカの研修員を元気いっぱいに迎える子どもたち

世界とつながる
教室
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も
の
づ
く
り
や
環
境
保
全
、農
業
な
ど
、

中
部
地
域
の
強
み
を
生
か
し
た
研
修
を

行
う
J
I
C
A
中
部
。
清
水
浩
二
さ
ん

は
、開
発
途
上
国
の
発
展
と
日
本
の
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
研
修
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

多
摩
川
の
水
を
い
か
に
き
れ
い
に
す
る
か
―
。
大

学
時
代
、
卒
業
論
文
を
書
く
た
め
に
こ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
調
べ
て
い
て
、
水
質
改
善
の
カ
ギ
は
、
生
活

排
水
を
川
に
流
さ
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
興
味
を
持
っ
た
の
が
、
下
水
道
の
整

備
で
す
。

　

卒
業
後
は
、
下
水
道
の
設
計
な
ど
を
手
掛
け
る
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
就
職
。技
術
者
と
し
て
、

下
水
管
や
下
水
処
理
施
設
の
設
計
な
ど
の
実
務
経
験

を
積
み
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

２
０
０
４
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津

波
後
の
ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
復
旧
の
仕
事
で
す
。
現
地

で
は
多
く
の
人
が
避
難
所
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た

が
、
生
活
排
水
は
放
置
さ
れ
、
衛
生
状
態
は
ど
ん
ど

ん
悪
化
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
下
水
を
簡
単
に
処
理

で
き
る
施
設
を
造
り
ま
し
た
。

　

下
水
処
理
の
技
術
を
切
に
必
要
と
す
る
人
々
の
役

に
少
し
で
も
立
つ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
や
り
が
い

を
感
じ
ま
し
た
。
下
水
で
困
っ
て
い
る
人
が
多
い
開

発
途
上
国
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、

国
際
協
力
に
本
格
的
に
携
わ
る
た
め
、
２
０
０
８
年

に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ジ
ュ
ニ
ア
専
門
員
※
に
挑
戦
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

09
年
10
月
か
ら
１
年
半
、
シ
リ
ア
で
下
水
道
設
計

の
人
材
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
と
は
、
気
候
、
生
活
習
慣
、
経
済
規
模
も
違

う
国
。
ま
ず
は
全
14
県
を
見
て
回
り
、
現
地
の
技

術
者
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
そ
の
土
地
に
合

っ
た
下
水
処
理
と
は
何
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
特
に
地
方
の
農
村
部
で
は
、
建
設
費
が
安

く
維
持
管
理
し
や
す
い
方
法
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
浄
化
作
用
の

あ
る
植
物
や
広
大
な
池
を
活
用
す
る
方
法
を
講
義

で
紹
介
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
の
シ
リ
ア
人
技

術
者
の
真
剣
な
表
情
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
現
地

の
環
境
や
技
術
者
と
向
き
合
う
現
場
力
こ
そ
、
国

際
協
力
に
必
要
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
社
会
人
採
用
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
職
員
と

な
り
、J
I
C
A
中
部
で
働
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、

世
界
に
誇
る
も
の
づ
く
り
や
環
境
保
全
な
ど
が
盛

ん
な
地
域
。
そ
の
技
術
や
知
恵
を
途
上
国
に
も
還

元
し
た
い
と
、
国
内
で
実
施
す
る
研
修
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
長
野
県
飯
田
市
で
は
、
日
本
で
は
珍
し

く
、
住
民
が
自
ら
た
め
池
や
下
水
道
の
整
備
、
農

産
品
の
加
工
な
ど
の
計
画
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
住
民
参
加
を
促
す
こ
と
で
地
域
の
自
立
性

を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
る
途
上
国
は
多
く
、
特

に
地
方
行
政
官
に
と
っ
て
は
学
べ
る
こ
と
が
多
い

は
ず
。
そ
こ
で
、
実
際
に
飯
田
市
に
来
て
地
域
活

動
の
現
場
を
見
る
こ
と
で
、
住
民
参
加
の
実
践
例
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開
発
途
上
国
に
も
日
本
に
も

役
立
つ
研
修
を
実
施
し
た
い

中部地域の市民を対象にしたワークショップ。開発途上国の現状や国際協力について、ナ
イジェリアの研修員と説明する清水さん

専門家として派遣されたシリアで、下水道を調査する
清水さん（中央）

※将来にわたり国際協力業務に従事することを目指す若手人材の
育成のため、一定期間、実務研修としてJICA事業に携わる制度。

From Chubu

下
水
処
理
の
技
術
を

国
際
協
力
に
生
か
す

現
地
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
技
術
を
提
供

イ
ベ
ン
ト
開
催
で

地
域
の
良
さ
を
再
発
見

を
学
ん
で
も
ら
う
研

修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

し
て
、
研
修
に
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
市
の
皆
さ
ん
に
も

何
ら
か
の
貢
献
が
で

き
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
高
齢
化

が
進
む
飯
田
市
で

は
、
古
墳
や
環
境
の

保
全
と
い
っ
た
昔
か

ら
の
地
域
活
動
を
知
ら
な
い
住
民
が
増
え
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
取
り
組

み
が
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
な
い
の
は
も
っ
た

い
な
い
と
思
い
、
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
研
修
員

と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

当
日
、
こ
ち
ら
の
意
図
が
住
民
の
皆
さ
ん
に
伝

わ
る
の
か
正
直
不
安
で
し
た
が
、
来
場
者
の
感
想

を
聞
い
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。「
飯
田
市
ほ
ど
住
民

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
成
功
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

な
い
」
と
い
う
研
修
員
た
ち
の
声
に
、「
市
の
取
り

組
み
が
海
外
で
こ
ん
な
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
は

知
ら
な
か
っ
た
」
と
。
研
修
を
通
じ
て
地
元
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
途
上
国
、
そ
し
て
日
本
の
地
域

の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
研
修
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大学卒業後、建設コンサル
タント会社に就職。退職後、
JICAジュニア専門員、JICA
専門家、地球環境部（特別
嘱託）を経て、2012年4月か
ら現職。

JICA中部
研修業務課

清水浩二
SHIMIZU Koji
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台
風
、
地
震
、
洪
水
と
、
世
界
各
地
で

大
規
模
な
自
然
災
害
が
続
い
て
お
り
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
被
災
地
で
の
人
命
救
助
、
医
療
支

援
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

■
フ
ィ
リ
ピ
ン

　

11
月
８
日
に
は
、
今
年
最
大
規
模
と
い

わ
れ
る
大
型
の
台
風
ハ
イ
ヤ
ン
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
直
撃
し
ま
し
た
。
最
も
大
き
な
被

害
を
受
け
た
の
が
、
同
国
中
部
に
位
置
す

る
レ
イ
テ
島
。
通
信
手
段
が
寸
断
さ
れ
、

道
路
や
橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
破
壊
さ
れ

た
地
域
も
多
く
、
死
者
は
数
千
人
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
か
ら
の

要
請
を
受
け
て
、
11
日
に
国
際
緊
急
援
助

隊
（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
）
を
現
地
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
放
射
線
技
師

な
ど
で
構
成
さ
れ
た
医
療
チ
ー
ム
は
、
15

日
か
ら
レ
イ
テ
州
の
州
都
タ
ク
ロ
バ
ン
で

診
療
活
動
を
開
始
し
、
連
日
１
５
０
人
に

も
及
ぶ
患
者
を
診
察
・
治
療
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
以
来
、
病
院
に
行
っ
て
い
な
い
と

い
う
妊
婦
さ
ん
の
診
察
で
は
、
超
音
波
映

像
（
エ
コ
ー
）
で
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
を
初

め
て
見
て
、
元
気
に
育
っ
て
い
る
様
子
を

確
認
し
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
慢
性
疾
患
や
下
痢
、
脱

水
症
状
の
子
ど
も
や
結
核
の
患
者
な
ど
の

診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
け
が
や
病
気
に

加
え
、
被
災
に
よ
っ
て
不
安
を
感
じ
て
い

る
と
訴
え
て
い
る
方
も
多
い
た
め
、
一
人

一
人
に
丁
寧
に
お
話
を
伺
い
、
被
災
者
の

皆
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
診
療
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緊
急
援
助
物
資
と
し
て
供
与
し

た
テ
ン
ト
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト
、
ス

リ
ー
ピ
ン
グ
パ
ッ
ド
、
浄
水
器
、
発
電
機

は
17
日
か
ら
レ
イ
テ
州
な
ど
で
被
災
者
に

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
カ
メ
ル
ー
ン

　

９
月
中
旬
か
ら
発
生
し
た
北
部
の
洪
水

に
よ
り
、
約
１
万
人
が
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
た
め
、
テ
ン
ト
１
０
０
張
を

供
与
し
ま
し
た
。

■
カ
ン
ボ
ジ
ア

　

9
月
下
旬
か
ら
続
い
た
大
雨
で
洪
水
が

発
生
し
、
家
屋
の
損
壊
や
農
地
の
水
没
な

ど
の
被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
ポ
リ
タ
ン

ク
、
浄
水
器
、
簡
易
水
槽
、
発
電
機
を
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
倉
庫
か
ら
輸
送
し

ま
し
た
。

台風被害のフィリピンなどへ緊急援助を実施

米州開発銀行との連携で持続的な都市開発を推進

01

03　ＪＩＣＡ地球ひろば来館者が100万人を突破

レイテ島のタクロバンで診察を行うJDR医療チー
ム副団長の冨岡譲二医師

通訳と一緒に被災した女性の健康状態を聞く高
村ゆ希看護師（右）

　

２
０
１
３
年
10
月
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ

ろ
ば
（
東
京
・
市
ヶ
谷
）
の
来
館
者
が
累

計
１
０
０
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
市
民

に
よ
る
国
際
協
力
を
推
進
す
る
拠
点
と

し
て
06
年
に
東
京
・
広
尾
に
オ
ー
プ
ン

し
、
昨
年
10
月
に
市
ヶ
谷
に
移
転
。
開

発
途
上
国
が
抱
え
る
課
題
を
展
示
を
通

じ
て
学
べ
る
「
体
験
ゾ
ー
ン
」
や
途
上

国
の
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
カ
フ
ェ
が
あ

り
、
国
際
協
力
の
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ

ー
も
多
数
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
24
日
、
１
０
０
万
人
到
達
を
記

念
し
て
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
、
当
日

訪
問
し
た
群
馬
県
立
桐
生
女
子
高
等
学

校
の
１
年
生
30
人
に
感
謝
状
を
送
り
ま

し
た
。
こ
の
日
、
生
徒
た
ち
は
途
上
国

で
の
防
災
の
取
り
組
み
や
国
際
緊
急
援

助
隊
の
活
動
に
つ
い
て
の
展
示
を
見
学
。

「
救
援
活
動
に
使
う
機
材
の
実
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
、
現
場
で
の
大
変
さ
を

実
感
し
た
」「
国
際
協
力
に
よ
り
興
味
が

深
ま
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

世
界
と
日
本
の
つ
な
が
り
を
学
べ
る

地
球
ひ
ろ
ば
の
最
新
情
報
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（w

w
w
.jica.go.jp/hiroba/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

11
月
７
日
、米
州
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ｄ
Ｂ
）

と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、「
中
南
米
・
カ
リ
ブ
地

域
に
お
け
る
新
興
・
持
続
的
都
市
開
発

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
関
わ
る
覚
書
を

締
結
し
、
堂
道
秀
明
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
副
理
事

長
と
ル
イ
ス
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
モ
レ
ノ

Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
裁
が
東
京
で
署
名
を
行
い
ま

し
た
。

　

Ｉ
Ｄ
Ｂ
と
の
連
携
は
、
日
本
政
府
が

進
め
る
「
環
境
未
来
都
市
構
想
」
の
知

見
を
中
南
米
・
カ
リ
ブ
地
域
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
日
本
の
技
術
を
活
用
し

て
、
同
地
域
の
新
興
都
市
の
持
続
的
な

開
発
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
。
持
続

的
都
市
開
発
へ
の
投
資
環
境
整
備
や
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
土
地
利
用
、
市
民
安
全
、

廃
棄
物
管
理
、
運
輸
交
通
、
水
・
衛
生

分
野
な
ど
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
連
携

し
て
進
め
る
予
定
で
す
。

　

10
月
に
は
中
南
米
９
カ
国
よ
り
11
人

の
都
市
開
発
担
当
者
を
招
き
、
日
本
の

環
境
未
来
都
市
の
取
り
組
み
や
関
連
す

る
日
本
企
業
の
技
術
を
紹
介
。
各
国
で

の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
覚
書
締
結
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
連
携
の
可
能
性
が
期
待
さ
れ
ま
す
。署名後に握手を交わすモレノIDB総裁（右）と堂道

副理事長

記念セレモニーで桐生女子高校の生徒に感謝状
を授与



雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
　
風
ニ
モ
マ
ケ
ズ

雪
ニ
モ
夏
ノ
暑
サ
ニ
モ
マ
ケ
ヌ
丈
夫
ナ
カ
ラ
ダ
ヲ
モ
チ…

　
宮
沢
賢
治
は
岩
手
県
花
巻
市
の
出
身
。
生
ま
れ
た
の
は

明
治
三
陸
地
震
津
波
の
１
８
９
６
年
。
そ
れ
か
ら
百
有
余

年
た
っ
て
、
再
び
東
北
を
襲
っ
た
大
津
波
。

　
そ
の
３
月
11
日
か
ら
、
僕
は
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら

れ
な
く
な
り
、
三
陸
沿
岸
部
を
何
度
も
訪
ね
た
。
ま
ず

は
漁
業
復
興
の
手
伝
い
を
と
思
い
、
東
京
で
企
業
を
訪

ね
歩
き
、
ま
と
ま
っ
た
資
金
を
得
て
、
そ
れ
か
ら
海
運

会
社
に
冷
凍
コ
ン
テ
ナ
百
数
十
本
を
援
助
し
て
も
ら
い
、

応
急
の
冷
蔵
・
冷
凍
庫
と
し
て
被
災
地
に
送
る
こ
と
に

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
車
輛
、
事
務

用
機
器
な
ど
。
賛
同
す
る
仲
間
た
ち
と
「
希
望
の
烽
火

基
金
」
を
立
ち
上
げ
、
岩
手
と
宮
城
で
15
の
漁
港
に
設

置
し
て
ま
わ
っ
た
。

　
漁
期
を
逸
す
れ
ば
、
一
年
間
、
魚
を
水
揚
げ
で
き
な
い
。

僕
た
ち
は
と
に
か
く
作
業
を
急
い
だ
。
そ
し
て
、
最
初

の
冷
凍
コ
ン
テ
ナ
が
待
ち
か
ね
て
い
た
東
北
の
漁
港
に

送
り
込
ま
れ
た
の
は
、
震
災
３
カ
月
後
だ
っ
た
。

　
現
地
で
最
も
大
き
な
協
力
を
し
て
く
れ
た
の
が
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
Ｍ
氏
だ
っ
た
。
僕
は
彼
の
お
か
げ
で
、
被
災
地

の
ま
こ
と
に
的
確
な
状
況
と
、
あ
る
べ
き
援
助
の
姿
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
（
僕
が
官
邸
で
イ
ラ
ク
復
興
を
担

当
し
て
い
た
時
も
、
イ
ラ
ク
で
獅
子
奮
迅
の
働
き
を
し

て
い
た
彼
に
助
け
て
も
ら
っ
た
）。

　
し
か
し
Ｍ
氏
顕
彰
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
。
言
い

た
い
の
は
、
僕
が
東
北
で
の
Ｍ
氏
の
動
き
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
深
み
と
使
命
感
を
見
た
こ
と
で
あ
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

バ
リ
バ
リ
の
現
役
の
Ｍ
氏
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
来
の
活
動
で

あ
る
国
際
協
力
か
ら
引
き
剥
が
し
て
東
北
支
援
に
張
り

付
け
た
。
災
害
復
旧
の
枠
組
み
と
手
法
は
、
海
外
で
あ

れ
国
内
で
あ
れ
、
基
本
的
に
同
じ
だ
。

東
ニ
病
気
ノ
コ
ド
モ
ア
レ
バ
行
ッ
テ
看
病
シ
テ
ヤ
リ

西
ニ
ツ
カ
レ
タ
母
ア
レ
バ
行
ッ
テ
ソ
ノ
稲
ノ
束
ヲ
負
イ

　
国
際
協
力
の
現
場
の
手
法
を
震
災
救
済
に
活
用
し
た

Ｍ
氏
は
、
復
興
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
だ
。
世
界
屈

指
の
援
助
能
力
を
持
つ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
東
北
へ
の
関
与
。

元
青
年
海
外
協
力
隊
員
た
ち
が
東
北
で
立
ち
働
く
さ
ま
。

新
鮮
な
驚
き
だ
っ
た
。

　
Ｍ
氏
は
言
っ
た
。「
日
本
で
は
め
っ
た
に
起
こ
ら
な
い

非
ル
ー
テ
ィ
ン
な
こ
と
は
、
海
外
で
は
よ
く
起
き
ま
す
。

援
助
関
係
者
に
は
、
そ
う
し
た
経
験
が
無
形
財
産
と
し

て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
す
」。

　
肝
心
の
東
北
復
興
の
ペ
ー
ス
は
決
し
て
早
く
な
い
。

遅
れ
の
原
因
の
大
半
は
や
む
を
得
ざ
る
も
の
だ
が
、
初

期
の
段
階
に
も
う
少
し
荒
っ
ぽ
い
や
り
方
を
し
て
い
れ

ば
、
別
の
結
果
が
生
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
と

に
か
く
最
重
要
な
の
は
ス
ピ
ー
ド
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
前
政
権
の
も
と
で
「
事
業
仕
分
け
」
の

名
の
も
と
に
バ
ッ
シ
ン
グ
に
あ
っ
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ

ル
な
服
を
見
事
に
着
こ
な
し
た
議
員
先
生
な
ど
に
散
々

や
っ
つ
け
ら
れ
、
事
業
を
削
減
さ
れ
、
職
員
の
待
遇
ま

で
劣
化
さ
せ
ら
れ
た
。
公
務
員
の
最
下
位
に
位
置
付
け

な
い
限
り
許
さ
な
い
と
い
う
議
論
で
あ
っ
た
。

　
私
は
民
主
党
時
代
の
一
昨
年
２
月
、
衆
議
院
予
算
委

員
会
の
公
聴
会
で
こ
う
陳
述
し
た
。

　「
今
も
な
お
、
世
界
各
地
で
は
１
万
人
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関

係
者
と
青
年
海
外
協
力
隊
の
若
者
た
ち
が
、
国
の
名
誉

を
か
け
、
献
身
的
に
援
助
活
動
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
」

　「
本
来
、
我
々
は
こ
の
人
た
ち
に
最
大
の
敬
意
と
感
謝

を
払
う
べ
き
な
の
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
事
業
仕
分
け
の
対
象

と
さ
れ
、
な
ぜ
国
家
公
務
員
並
の
宿
舎
が
必
要
な
の
か
、

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、

な
ぜ
外
交
官
の
８
割
も
の
手
当
が
必
要
な
の
か
な
ど
と

仕
分
け
人
に
居
丈
高
に
宣
告
さ
れ
て
、
予
算
が
削
減
さ

れ
る
。
そ
の
結
果
、
危
険
な
任
地
に
勤
務
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
職
員
も
、
疲
弊
し
な
が
ら
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
日
本
と
往

復
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
我
々
は
こ
れ
で
溜
飲
を

下
げ
る
の
で
し
ょ
う
か
」

　
宮
沢
賢
治
は
「
ホ
メ
ラ
レ
モ
セ
ズ
、
ク
（
苦
）
ニ
モ
サ

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

＜Profile＞
おかもと・ゆきお
1945年、神奈川県出身。68年一橋大学経済学部卒、外
務省入省。91年退官。同年、株式会社岡本アソシエイツ設
立、代表取締役就任。橋本内閣で96～98年総理大臣補
佐官（沖縄担当）。2001年9月より内閣官房参与、03年4
月より04年3月まで総理大臣補佐官（イラク問題担当）。国
際問題の専門家として、政府関係機関や企業への助言活
動の傍ら、講演や新聞、雑誌への執筆など幅広く活動中。

3

2011年10月、岩手県大船渡市で撮影。震災後、漁師たちはすぐに海に戻っていった

「希望の烽火基金」を通じて送られた冷凍コンテナと地元
の漁師たち

岩手県久慈市役所の職員に被災状況をヒアリングする
筆者（右から3人目）

岡
本 

行
夫

の
ろ
し

（
宮
沢
賢
治
の
詩
の
中
の
カ
ッ
コ
書
き
は
筆
者
注
）

レ
ズ
。
サ
ウ
イ
フ
モ
ノ
ニ
ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ
」
と
書

い
た
が
、「
誇
リ
モ
ス
テ
テ
」
と
は
書
か
な
か
っ
た
。

　
議
員
席
か
ら
の
野
次
を
覚
悟
し
た
が
、
代
わ
り
に
来

た
の
は
拍
手
だ
っ
た
。
少
な
く
な
い
人
々
が
仕
分
け
人

へ
の
違
和
感
を
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
日
本
中
に
「
絆
」
や
「
連
帯
」
や
「
が
ん
ば
ろ
う
東
北
」

の
言
葉
が
あ
ふ
れ
た
。

　
多
く
の
善
意
の
人
々
が
い
た
一
方
、
我
々
の
狭
隘
さ
も

む
き
出
し
に
な
っ
た
。
が
れ
き
の
広
域
処
理
へ
の
反
対
は

各
地
で
起
こ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
も
減
っ
た
。
福

島
の
子
ど
も
た
ち
が
移
転
先
の
県
で
保
育
園
か
ら
閉
め

出
さ
れ
た
り
し
た
。
三
陸
の
魚
は
安
全
な
の
に
、
ス
ー
パ

ー
や
消
費
者
た
ち
の
事
実
上
の
不
買
運
動
に
遭
っ
た
り

し
た
。

ヒ
ド
リ
（
日
照
り
）
ノ
ト
キ
ハ
ナ
ミ
ダ
ヲ
ナ
ガ
シ

サ
ム
サ
ノ
ナ
ツ
（
冷
害
）
ハ
オ
ロ
オ
ロ
ア
ル
キ…

抗
え
な
い
自
然
の
災
害
は
常
に
や
っ
て
く
る
。

複
雑
な
行
政
の
仕
組
み
と
人
間
模
様
が
、
時
と
し
て
復
興

作
業
を
妨
げ
る
。

被
災
者
に
は
な
ん
の
責
任
も
な
い
。

東
北
の
人
々
は
忍
耐
づ
よ
く
、
じ
っ
と
支
援
を
待
っ
て
い

る
。

慾
ハ
ナ
ク
、
決
シ
テ
瞋
（
怒
）
ラ
ズ
、
イ
ツ
モ
シ
ヅ
カ
ニ

ワ
ラ
ツ
テ
イ
ル…

じ
き
に
、
東
北
に
三
度
目
の
冬
が
や
っ
て
く
る
。

外
交
評
論
家

写真提供：「希望の烽火」ホームページ（26ページ、27ページ上）、岡本アソシエイツ（27ページ下）
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水
・
配
水
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
通
じ
て
水

環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
い
る
他
、
セ
ル

ビ
ア
で
は
大
気
汚
染
の
改
善
に
向
け
、
火

力
発
電
所
に
排
煙
脱
硫
装
置
を
設
置
す
る

事
業
を
始
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
会
議
に
出
席

し
た
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
は
、
途
上
国
の

大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
へ
の
対
策
、
廃
棄

物
処
理
の
た
め
、
今
後
３
年
間
で
総
額
20

億
ド
ル
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
表
明
。
さ

ら
に
、
途
上
国
で
の
水
銀
条
約
の
締
結
を

推
進
す
べ
く
、
水
銀
汚
染
防
止
の
知
識
や

技
術
を
持
つ
人
材
育
成
支
援
も
新
た
に
実

施
す
る
と
し
た
。

　
こ
の
条
約
の
採
択
を
き
っ
か
け
に
、
日

本
が
培
っ
て
き
た
環
境
技
術
を
さ
ら
に
生

か
し
、
国
際
社
会
と
共
に
水
銀
被
害
の
な

い
世
界
を
目
指
し
て
い
く
。

０
１
３
年
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
は
、

外
交
関
係
が
樹
立
さ
れ
て
か
ら

40
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
記
念
す
べ
き

年
の
初
め
に
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣

は
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
。こ
れ
を
皮
切
り

に
、
多
く
の
記
念
行
事
が
両
国
で
開
催
さ

れ
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
が
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
本
格
的

な
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
再
開
し

て
か
ら
20
年
が
た
ち
ま
す
。ベ
ト
ナ
ム
に

対
す
る
ト
ッ
プ
ド
ナ
ー
と
し
て
総
額
２

兆
円
を
超
え
る
支
援
を
行
っ
て
き
た
日

本
。道
路
、橋
、空
港
な
ど
の
整
備
に
日
本

の
高
い
技
術
が
貢
献
し
、
そ
の
質
の
高
さ

は
ベ
ト
ナ
ム
国
民
に
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。地
方
で
は
ま
だ
貧
し
い
地
域
も
多

く
、学
校
、医
療
施
設
、か
ん
が
い
設
備
の

建
設
な
ど
の
協
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
ベ
ト
ナ
ム
で
活
躍
し
て
い
る
日

本
企
業
か
ら
、
日
本
の
協
力
で
建
設
さ
れ

た
学
校
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
に
ノ
ー
ト
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。「
校
舎
が
き
れ
い

に
な
っ
て
、
毎
日
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い

ま
す
」
と
4
年
生
の
フ
オ
ン
さ
ん
は
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
す
ま
す
関
係
が
深
ま
る
日
本
と
ベ

ト
ナ
ム
。こ
れ
か
ら
も
大
切
な
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
、
共
に
発
展
し
て
い
け
る
よ

う
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

2

「ここが知りたい」。国際協力に関係する
いろんなトピックを分かりやすく解説します！

月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
、
熊
本
市

と
水
俣
市
で
「
水
銀
に
関
す
る
水

俣
条
約
」
外
交
会
議
が
開
催
さ
れ
、
約
１

４
０
カ
国
か
ら
１
０
０
０
人
以
上
が
出
席
。

92
カ
国
が
同
条
約
に
署
名
し
た
。

　
高
度
経
済
成
長
期
の
日
本
で
、
水
俣
病

の
原
因
と
な
っ
た
水
銀
。
深
刻
な
被
害
を

経
験
し
た
日
本
の
責
務
と
し
て
、
そ
こ
で

得
た
教
訓
を
世
界
各
国
と
共
有
す
る
た
め

の
努
力
を
続
け
て
き
た
。

　
21
世
紀
に
入
り
国
際
社
会
も
国
連
環
境

計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
を
中
心
に
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
こ
と
で
水
銀
の
毒
性
と
リ

ス
ク
に
関
す
る
認
識
が
高
ま
り
、
今
回
の

条
約
採
択
に
至
っ
た
。
水
銀
が
人
の
健
康

や
環
境
に
与
え
る
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た

め
、
一
次
採
掘
の
禁
止
、
貿
易
、
水
銀
添

加
製
品
や
製
造
工
程
、
大
気
へ
の
排
出
、

水
銀
廃
棄
物
な
ど
に
対
す
る
包
括
的
な
規

制
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
化
学
物
質
に
関
す

る
条
約
の
中
で
も
、
１
つ
の
物
質
の
み
を

取
り
あ
げ
、
そ
の
採
掘
か
ら
廃
棄
ま
で
を

規
制
す
る
も
の
は
水
銀
条
約
が
初
め
て
。

50
カ
国
・
地
域
が
締
結
し
た
90
日
後
に
発

効
す
る
。

　
著
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
る
開
発
途
上

国
に
と
っ
て
、
公
害
は
他
人
事
で
は
な
い
。

す
で
に
日
本
は
工
業
化
の
推
進
と
並
行
し

て
環
境
分
野
で
の
協
力
を
強
化
し
て
お

り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
下

10

経験を共有し
水銀被害のない世界へ

国際会議
「水銀条約外交会議」

高度経済成長期に日本の多くの都市が直面
した公害。その一つ、水俣病を引き起こした
水銀汚染を防止する条約の制定に向けて、
10月に外交会議が開かれた。

開通式のテープカットに参加する安倍総理（右から3人目）

ODA政策

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
を
挟
ん
で
、
ア
ジ

ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ
な
ぐ
ト
ル

コ
最
大
の
商
業
都
市
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
。

10
月
29
日
、
ト
ル
コ
建
国
90
周
年
の
記
念

日
に
合
わ
せ
て
、
海
峡
下
の
海
底
ト
ン
ネ

ル
を
通
る
地
下
鉄
の
開
通
式
が
行
わ
れ
た
。

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
合
計
１
５
３
２
億
７

４
０
０
万
円
の
円
借
款
と
技
術
の
提
供
を

通
じ
て
、
こ
の
地
下
鉄
の
整
備
を
支
援
し

て
き
た
。
式
典
に
は
、
ト
ル
コ
側
か
ら
ア

ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ギ
ュ
ル
大
統
領
や
レ
ジ

ェ
ッ
プ
・
タ
イ
イ
ッ
プ
・
エ
ル
ド
ア
ン
首

相
、
日
本
側
か
ら
は
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
や
加
藤
勝
信
内
閣
官
房
副
長
官
ら
が

出
席
。
安
倍
総
理
は
「
両
国
に
は
長
年
の

強
い
絆
が
あ
り
、
こ
の
歴
史
的
な
事
業
に

「安倍総理のトルコ訪問」

日本の支援で
海峡横断地下鉄が開通

日
本
が
協
力
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
喜

び
」
と
表
明
し
た
。
式
典
後
に
は
一
番
列

車
の
先
頭
車
両
に
乗
り
込
み
、
海
峡
の
ア

ジ
ア
側
に
あ
る
ウ
ス
ク
ダ
ル
駅
か
ら
欧
州

側
の
イ
ェ
ニ
カ
プ
駅
ま
で
走
行
し
た
。

　
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
は
潮
流
が
速
く
、
海

上
交
通
も
活
発
。
そ
ん
な
条
件
の
下
、
世

界
最
深
と
な
る
約
60
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に

沈
埋
ト
ン
ネ
ル
を
建
設
で
き
た
の
は
、
日

本
の
高
い
技
術
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

地
下
鉄
の
開
通
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
フ
ェ

リ
ー
で
約
30
分
か
か
っ
て
い
た
海
峡
間
の

移
動
時
間
が
4
分
へ
と
大
き
く
短
縮
す

る
。
海
峡
に
架
か
る
橋
の
慢
性
的
な
交
通

渋
滞
で
深
刻
化
し
て
い
た
大
気
汚
染
の
改

善
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

水銀条約の署名式に臨む岸田外務大臣

水俣市内で献花式に参列した外交団（環境省提供）

途上国の環境問題対策

今後 3 年間で総額 20 億ドルの ODA を実施

大気汚染対策　

高効率の石炭火力発電所の建設、排煙脱硫装置
を備えた火力発電設備の設置など

水質汚濁対策　

下水道施設の整備・改築、地方自治体の汚水管
理計画の策定支援など

廃棄物処理　

廃棄物焼却施設の建設、廃棄物による発電・リ
サイクル事業の推進、地方自治体の廃棄物管理
計画の策定支援など

イスタンブール

ボスポラス海峡

Me�age from  Viet Nam
「日本とベトナム、友好の年」

日本企業から贈られたノ
ートを手にする子どもたち

日本の協力により建設
されたバクザン省ダンタ
ン村小学校の新校舎

グエン・タン・ズン首相と
会談する安倍総理（内閣
広報室提供）

在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
国
大
使
館
　
　
　 
木
田 
泰
光 

二
等
書
記
官

現地からのメッセージは、ODAメールマガジン（www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/mail/）でご覧いただけます。
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夕暮れ時には、くすぶり続ける煙が大量の牛に重なり
幻想的な雰囲気を醸し出す

　
そ
ん
な
都
市
の
発
展
と
は
対
照
的
に
、

独
立
後
も
変
わ
ら
な
い
暮
ら
し
を
続
け

る
人
々
も
い
る
。

　
ジ
ュ
バ
か
ら
北
に
２
０
０
キ
ロ
の
町
、

ボ
ル
を
訪
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
15
家
族

が
約
７
０
０
頭
の
牛
や
ヤ
ギ
と
暮
ら
す

集
落
が
あ
る
。
こ
の
辺
り
の
牛
は
大
き

な
角
が
特
徴
で
、
彼
ら
は
自
分
の
牛
に

誇
り
を
持
っ
て
い
る
。

　
彼
ら
の
生
活
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
だ
。

　
２
０
１
１
年
７
月
、
ア
フ
リ
カ
で
54
番

目
の
国
が
独
立
を
果
た
し
た
。
そ
の
国
の

名
は
「
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
」。
民
衆
の

力
で
得
た
〝
自
由
〞
に
対
し
、現
地
の
人
々

の
狂
乱
と
も
い
え
る
歓
喜
の
様
は
記
憶
に

新
し
い
。

　
私
は
そ
の
２
年
前
に
も
、
こ
の
地
を
訪

れ
て
い
た
。
空
港
に
は
両
替
所
も
な
く
、

タ
ク
シ
ー
の
客
引
き
も
い
な
い
。
到
着
す

る
や
い
な
や
、
こ
れ
は
ど
う
し
た
も
の
か

と
、思
案
に
暮
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　
首
都
ジ
ュ
バ
も
ず
い
ぶ
ん
小
さ
な
街
だ

っ
た
。
高
層
の
建
物
は
お
ろ
か
、
一
日
歩

き
回
っ
て
３
階
建
て
の
建
物
を
見
つ
け
る

の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。

　
し
か
し
今
は
、
６
〜
７
階
建
て
の
建
物

を
あ
ち
こ
ち
で
目
に
す
る
。
街
に
も
活
気

が
あ
る
。
以
前
見
ら
れ
な
か
っ
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
や
大
衆
食
堂
、
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
最
近
建
て
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
ホ
テ
ル
な
ど
が
並
ぶ
。

　
食
堂
や
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
、
バ
イ
ク

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
な
ど
は
、
隣
国
の
ケ

ニ
ア
や
ウ
ガ
ン
ダ
か
ら
の
労
働
者
が
多

い
。
こ
の
新
し
い
国
の
誕
生
に
あ
や
か
っ

て
、
職
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
。

　
彼
ら
は
こ
の
発
展
を
〝
南
ス
ー
ダ
ン
ド

リ
ー
ム
〞
と
呼
ぶ
。
街
中
を
歩
い
て
い
る

と
、
そ
の
言
葉
は
確
か
だ
と
感
じ
る
。

朝
起
き
た
ら
女
性
が
乳
を
搾
り
、
搾
っ
た

牛
乳
は
子
ど
も
た
ち
が
す
ぐ
に
町
に
売
り

に
行
く
。
10
時
半
ご
ろ
、
男
た
ち
は
牛
を

放
牧
し
に
出
か
け
る
。
そ
の
間
、
ふ
ん
尿

を
集
め
天
日
で
乾
か
す
の
は
残
っ
た
男
た

ち
。
午
後
に
な
る
と
、
半
乾
き
の
ふ
ん
を

く
す
ぶ
っ
た
灰
の
中
に
入
れ
る
。
夕
方
、

牛
が
帰
っ
て
く
る
と
灰
で
体
を
洗
う
。
虫

よ
け
の
効
果
が
あ
る
そ
う
だ
。

　
親
に
何
も
言
わ
れ
ず
と
も
、
淡
々
と
自

素手でふん尿を集める男性。何時間も、黙 と々作業を続けていた

搾りたての牛乳を売ってきた少女たち。500ミリリットルが120円で売れる

夕食の支度をする女性。食事は豆を
煮ただけの簡素なものが多い

家 畜と共 に 生きる

2011年7月9日、灼熱の太陽の下で開催された独立記念式典。暑さと熱狂で倒れる人が続出した

独立後に新聞の数は増え、アラビア語と英語の新聞が並ぶようになった

South Sudan
［南スーダン］

写真・文＝丸山耕（フォトジャーナリスト）

地球ギャラリー vol.63

分
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち

の
様
子
に
は
感
心
す
る
。

　「
国
が
独
立
す
る
こ
と
は
う
れ
し
い
し

歓
迎
だ
。
で
も
俺
た
ち
の
生
活
は
ま
っ
た

く
変
わ
ら
な
い
よ
」。
こ
の
集
落
を
ま
と

め
る
ジ
ャ
コ
ブ
は
話
し
て
く
れ
た
。

　
手
つ
か
ず
の
自
然
の
中
で
、
家
畜
を
尊

び
、日
々
を
生
き
る
人
々
の
姿
は
美
し
い
。

「
ま
た
こ
の
地
を
訪
れ
た
い
」。
そ
う
強
く

思
っ
た
。

地球ギャラリー vol.63

地球ギャラリー vol.63

飲み水や料理に使うのは井戸水だが、
体はナイル川の恵みで洗う

発展を続ける首都ジュバ
の街並み建設ラッシュが続くジュバの市街地。ケニアやウガンダからの技術者や労働者も多い新しくできたインターネットカフェは、特に学生がよく利用している

仕事の合間は子どもたちの遊び時間

手際よく乳を搾る女性。販売用の牛乳は清潔に取り扱う

銃を持ち見回りをする男性。昔から家畜を
奪い合う争いは絶えない
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Event
列を組んで練り歩く人々の数の多さには圧倒される

結婚祝いパレード

住民総出で参加するイベントといえば

　南スーダン北部に位置するアッパーナイル州。その州
都マラカルで出くわしたのは、盛大なパレード！おそろい
の色鮮やかな衣装を身にまとい、杖や花飾りを手にした
100人ほどのグループが、踊ったり歌ったりしながら、夕
暮れ迫る町を練り歩く。
　これは、この地域に多く住むシルック族の結婚祝いの
行事。新郎新婦と知り合いであろうとなかろうと、昔から
こうしてみんなで繰り出してお祝いするのが慣習だとい
う。女性ばかりの行列と思っていたら、広場で待ち受け
ていたのは男性陣。見る見るうちに数千人の大きな渦が
できた。
　こうしたパレードは、毎年10月から5月ごろの乾期が
開催シーズン。この国で長年続いた紛争の最中でも、決
して失われなかった
伝統文化。娯楽の
少ない町で、民族の
誇りを守りながら共
に楽しもうと、地元
の人々が編み出し
た知恵なのかもし
れない。

南スーダンの文化を
知ろう！

フール

南スーダン料理といえば
豆の煮込み

新郎新婦の幸せを共有してみんなで楽しむ！

街角のレストランで並ぶのは煮込み料理が多い

【RE C I P E】

●材料（4人前）
金時豆（乾燥）250ｇ
／トマト1個／タマ
ネギ1個／塩、油適
量

金時豆を水に一晩漬けておく。
❶を鍋に入れて火にかけ、水分がなくなった
らお湯を加え、豆が十分に軟らかくなるまで
煮込む。
❷にざく切りにしたトマトとタマネギを乗せ、
塩と油で味を整えたら出来上がり。

★タマネギとトマトを炒めて使ったり、ゆで卵や
チーズ、コショウを加えたりとアレンジできる。

❶
❷

❸

　イスラム教徒が多いスーダンから分離独立した南スーダン。食事に
はイスラム文化を色濃く残し、東アフリカの影響も強く受けている。首
都ジュバのレストランでよく見られるのは、出稼ぎ労働者の多いエチオ
ピアの定番料理「インジェラ」。これに対して地方の農村部では、近隣
のケニアやウガンダのように、トウモロコシの粉を練った「ウガリ」が
主食だ。
　市場内の食堂では、大きなお盆におかずの入った小皿をいくつか並
べ、イスラム圏でよく食べられる丸いパンを添えた定食が人気。おかず
には、牛肉や鶏肉、ヤギ肉、川魚を塩で薄く味をつけて煮込んだもの
や、青菜やオクラのペーストが一般的だ。そして、これぞ“定番”の家庭
料理が、「フール」と呼ばれる煮豆。金時豆を軟らかく煮て、刻んだタマ
ネギや香菜などを添えたこの一品はパンによく合う。日本人も一度は
食べたことがある懐かし
い味だ。
　食堂では知り合い同士
で一つのお盆を囲み、それ
ぞれ手を伸ばして料理を
つまむ。食後は道端のカフ
ェでコーヒーや紅茶、ハイ
ビスカス茶を楽しむのが、
南スーダンスタイルだ。

地球ギャラリー
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新 着 情 報

B  OOK

『アフリカ紛争国スーダンの復興にかける
復興支援1500日の記録』

アフリカ東部に位置するスーダン。長年にわたる南北間の内
戦を経て、2005年に和平合意を締結。2011年には「南スー
ダン共和国」が独立を果たした。そ
の独立前後の激動の6年間、復
興支援に取り組んだ日本人たち
がいた。南部では、物流の改善を
目指した河川港の整備や除隊兵
士への識字教育、職業訓練など
を、北部では、地方の助産師の育
成、水道整備の技術移転などを
行った。情勢が安定しない中、現
地に入り込んで活動を続けた彼ら
の奮闘記。

B  OOK

『池上彰のアフリカビジネス入門』
今、アフリカが熱い。石油や天然ガスなどの資源開発が進み、
経済成長が加速化。約10億人の巨大市場は、国際社会から
注目を集めている。そんなアフリカを訪れたジャーナリストの池
上彰さんが目を付けたのは、成長の裏側にある日本人の姿。モ
ザンビークでは物流を支える港や
道路の整備を、ケニアでは地熱発
電所の開発を取材。手洗い石け
んの普及など、貧困層が直面する
課題解決に取り組む日本人にも
出会った。国際協力の現場で見
えてきたビジネスチャンスとは―。
アフリカへの事業展開に向けた
ヒントが詰まった一冊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2012年／サウジアラビア・ドイツ合作／97分
監督：ハイファ・アル＝マンスール
出演：ワアド・ムハンマド、アブドゥルラフマン・アル＝ゴハニ、リーム・アブドゥラ他
公開：12月14日（土）より岩波ホール（東京）他全国順次公開
URL： www.shoujo-jitensha.com
配給・問：アルバトロス・フィルム
TEL：03‐3549-2700

池上彰 著
日経BP社
1,575円（税込）

『少女は自転車にのって』
女性の一人歩きは駄目、車の運転も禁止、参政権もない。そんなサ
ウジアラビアの首都リヤドに住むおてんば少女、ワジダの夢は、男友
達と自転車で競走すること。しかし母親からは、「女の子が自転車に
乗るなんて」と言われてしまう。そんな時、学校でコーランの暗唱コン
テストが開かれることに。優勝賞金で自転車を買おうと、ワジダは大
の苦手だったコーランを必死に覚えようとするのだが…。サウジアラ
ビア初の女性監督が、戒律の厳しい国で生きる少女の姿を通して、
未来への希望を描いた作品。（文＝高倍宣義）

『エコプロダクツ2013』
環境立国ニッポン。その最先端の技術が結集するイベントが15回目
を迎える。今年のテーマは「今つくる地球の未来」。民間企業、地方
自治体、NGO、大学、研究機関などの出展ゾーンでは、次世代エネ
ルギーの最新技術や環境ビジネスなどの取り組みを紹介。小中学生
向けの環境問題を学べる体験コーナーやオーガニック食材を使った
レストランなどもある。環境に配慮した一つ一つの行動が、持続可能
な社会へとつながっていく―。子どもから大人まで、みんなで楽しみな
がら環境について知ることができる。

E  VENT

M  OVIE

宍戸健一 著
佐伯印刷
1,575円（税込）

会期：12月12日（木）～14日（土） 10～18時（最終日は17時まで）
会場：東京ビッグサイト東1～6ホール
問：エコプロダクツ運営事務局
TEL：0120-261-122
URL：eco-pro.com/eco2013/

○c 2012, Razor Film Produktion GmbH, High Look Group, 
Rotana Studios, All Rights Reserved.
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次号予告（2014年1月1日発行予定）

ODA60周年
1954年のコロンボプラン加盟により始まった日本の政府開発援助
（ODA）。日本の技術力、人づくりのノウハウなどが、ODA事業を通じて、
開発途上国の課題解決にどう役立ってきたのか、そしてこれからの新たな
課題にどう立ち向かっていくのかを紹介します。
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（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
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① モザンビークのアクセサリー
② 書籍『池上彰のアフリカビジネス入門』（p37参照）
③ 書籍『アフリカ紛争国スーダンの復興にかける
　  復興支援1500日の記録』 （p37参照）
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　南部アフリカ、モザンビークの世界遺
産「モザンビーク島」。手つかずの自然
が残るこの島の入口から内陸に200キ
ロ行った所に、北部最大の商業都市ナ
ンプラはある。
　そこでひときわ目をひくのが、地元の
女性たちが身に着けている洋服。“カプ
ラナ”と呼ばれる色鮮やかな布で、その
日の気分やイベントに合わせてお気に
入りの柄を選び、おしゃれに着こなして
いる。「あら、そのカプラナ素敵ね」。
街中では、そんな会話があちこちから聞
こえてくる。
　商業の中心地とはいえ、まだまだ雇
用が少なく、貧しい人も多いナンプラ。
そこで青年海外協力隊の澤本拓也さん

は、このおしゃれアイテムをビジネスにで
きないかと考えた。「彼女たちはとても
手先が器用でセンスも良い。カプラナを
使ってアクセサリーを作れないかと提
案しました」。
　最初は簡単なシュシュ作りから。その
うち、ピアス、ブレスレット、カチューシ
ャなど、彼女たちのアイデアで商品のラ
インアップも増えてきた。「グループで
製作することで、地域の団結力も高まり
ました」と澤本さん。市内の市場やイベ
ントでの売れ行きも上々だ。
　モザンビークの“味”が感じられるカ
ラフルでおしゃれなアクセサリーの
数々。今日はどれを着けよう…なんて、
毎朝鏡の前で悩むのも楽しい。

Vol.62  モザンビーク

子育てをしながらの作業。洋服と同じ柄のアクセサリー
を身に着けるのがおしゃれ！

アフリカのおしゃれアイテムで輝きを

★モザンビークのアクセサリーを8人にプレゼント！→詳細
は38ページへ

★アフリカ雑貨『キリンの夢』（www.facebook.com/
kirinnoyume）でも購入可能。
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　この夏、太平洋に浮かぶ国フィジーに
行ってきました。日本の国際協力の現
場を見ること―。それが今回のミッショ
ンでしたが、まずはリゾートというイメ
ージが強い国で日本が国際協力をして
いることに驚きました。そこにはきっ
と、表には出ていない問題がたくさん
あるに違いないと。ガイドブックに載っ
ているフィジーが“光”だとしたら、それ
は“影”。その影の部分をしっかりと肌
で感じ、日本人が現地の人たちと奮闘
している姿を見てきたいと思いました。
　国際空港がある海沿いの街ナンディ
はまさにイメージ通りで、青い海と手つ
かずの自然が広がっていました。そこ
から首都のスバに車で4時間かけて移
動したのですが、首都に近付くにつれ
て、車窓から見える自然がどんどん少
なくなっていきました。ひょっとしたら、
この国には発展と引き換えに起こった
問題がたくさんあるのではないか。そう
感じました。
　それがまさにごみ問題。ライフスタイ
ルの変化でプラスチックなど自然に還

らないごみが出るようになり、その分別
や処理が追い付いていないそうです。
そこで、私が現地で出会った青年海外
協力隊員の方は、まずは草の根レベル
から解決を図ろうと、生ごみを畑のた
い肥として活用する“生ごみコンポスト”
を普及し始めたのです。
　彼の活動を見て感動したのは、地域
の人たちをうまく巻き込み、信頼関係を
築きながら取り組んでいるということ。
聞くと、日本では地方自治体の職員をし
ているとか。日本での経験が開発途上
国での活動に生きているのは実に素晴
らしい。人生一度しかないのだから、日
本の若者たちには協力隊員のようにど
んどん外に出ていってほしいですよね。
　フィジーには日本と共通の課題もあり
ました。その一つが自然災害で、毎年
大雨による洪水に悩まされているそう
です。そこで、地震や津波、台風を多く
経験してきた日本の出番です。災害時
にみんなが避難できる施設を造った
り、降水量が規定値を超えたら音が鳴
る装置を設置したりと、日本人専門家の

提案を受けて、地域の人たちの命を守
るアイデアがあちこちに広まっていまし
た。
　さまざまな課題に直面しているフィジ
ーですが、どこに行ってもみんな明る
く、陽気な笑顔で私たちを迎えてくれま
した。彼らのおもてなしの心は、言葉が
通じなくても伝わってくる。とても楽し
いひとときでした。
　これまでいくつもの途上国を訪問し
ていますが、私が皆さんに一番伝えた
いのは、現地の人たちに寄り添い、活動
している日本人がたくさんいるというこ
と。何事にも懸命に打ち込む人の姿は
美しい。そんな人たちがトゥギャザーす
れば、世界はきっと、もっと良くなるは
ずだと信じています。

私の 南の島の光と影

Lou Ohshiba

タレント  ルー大柴

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で

PROFILE 
1954年東京都出身。77年に俳優としてデビュー
し、ドラマ、バラエティー、舞台などで幅広く活躍。
2007年にNHKみんなのうたでエコソング「MOTTA
INAI」を発表。一躍大ブームになる。以降、公益財
団法人日本ユニセフ協会の世界手洗い大使、ODA
広報番組「地球VOCE」の海外レポーターを務める
など、社会貢献活動に積極的に取り組む。「なんとか
しなきゃ！プロジェクト」著名人メンバー。

検索


